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受賞者を代表してお礼を述べる市川國　さん 

                                          

 

功

労

表

彰

 
  

金
見
　
一
雄
　
消
防
団
長
と
し
て
、

12
年
に
わ
た
り
消
防
団
活
動
に
奉
仕
し
、

現
在
も
貢
献
。 

 

中
岫
　
喜
宣
　
図
書
館
協
議
会
委

員
と
し
て
、
21
年
に
わ
た
り
在
籍
し
、

現
在
も
副
議
長
と
し
て
図
書
館
運
営

に
貢
献
。 

 
福
士
　
秀
子
　
食
生
活
改
善
推
進

員
と
し
て
、
24
年
に
わ
た
り
在
籍
し
、

現
在
も
食
を
通
し
て
地
域
の
健
康
づ

く
り
に
貢
献
。 

 

成
田
ト
ヨ
子
　
保
健
協
力
員
と
し
て
、

27
年
に
わ
た
り
在
籍
し
、
現
在
も
保

健
衛
生
活
動
に
貢
献
。 

 

中
村
　
チ
セ
　
保
健
協
力
員
と
し
て
、

26
年
に
わ
た
り
在
職
し
、
保
健
衛
生

活
動
に
貢
献
。 

 

作
田
　
　
誠
　
交
通
指
導
員
と
し
て
、

25
年
に
わ
た
り
交
通
事
故
防
止
に
努
め
、

現
在
も
貢
献
。 
 

田
中
　
　
操
　
防
犯
指
導
員
と
し
て
、

36
年
に
わ
た
り
防
犯
活
動
に
奉
仕
し
、

現
在
も
貢
献
。 

 

瀬
川
　
左
一
　
防
犯
指
導
員
と
し
て
、

35
年
に
わ
た
り
防
犯
活
動
に
奉
仕
し
、

現
在
も
貢
献
。 

 

市
川
　
國
　
　
消
防
団
員
と
し
て
、

33
年
に
わ
た
り
消
防
団
活
動
に
奉
仕
し
、

現
在
も
分
団
長
と
し
て
貢
献
。 

 

松
山
　
　
　
　
消
防
団
員
と
し
て
、

31
年
に
わ
た
り
消
防
団
活
動
に
奉
仕
し
、

現
在
も
分
団
長
と
し
て
貢
献
。 

            

  

文

化

賞

 
  

【
文
化
功
労
賞
】 

 

坂
倉
　
　
幸
（
七
戸
吟
友
会
）  

　
七
戸
吟
友
会
、
み
ち
の
く
吟
詠
会

に
所
属
し
、
長
年
に
わ
た
り
自
身
の

技
術
向
上
と
同
会
員
の
指
導
に
励
み
、

同
会
発
展
と
七
戸
町
の
文
化
振
興
に

貢
献
。 

 

甲
田
喜
代
松
（
天
間
林
詩
吟
愛
好
会
） 

　
天
間
林
詩
吟
愛
好
会
の
設
立
に
導
き
、

初
代
会
長
と
し
て
平
成
25
年
３
月
ま

で
の
12
年
間
、
詩
吟
の
普
及
を
は
じ

め
地
域
社
会
活
動
に
お
い
て
貢
献
。 

 

山
本
　
ミ
チ
（
七
戸
民
謡
つ
つ
じ
会
） 

　
平
成
15
年
に
七
戸
民
謡
つ
つ
じ
会

を
設
立
以
来
、
後
輩
の
指
導
と
同
会

の
発
展
に
寄
与
。
南
部
俵
積
み
唄
全

国
大
会
に
５
年
に
わ
た
り
出
場
。
県

内
各
地
で
公
演
を
行
う
な
ど
、
南
部

民
謡
の
普
及
に
尽
力
。 

附
田
八
百
八
（
天
間
舘
神
楽
保
存
会
） 

　
長
年
に
わ
た
り
天
間
舘
神
楽
保
存

会
の
役
員
な
ど
を
歴
任
。
後
継
者
の

発
掘
・
指
導
育
成
等
、
郷
土
芸
能
の

保
存
・
伝
承
活
動
に
貢
献
。
現
在
指

導
者
と
し
て
も
活
躍
中
。 

 

中
岫
　
博
隆
（
花
松
神
社
神
楽
保
存
会
） 

　
昭
和
47
年
「
保
存
会
結
成
」
時
の

立
役
者
で
あ
り
、
現
在
も
「
大
師
匠
」

と
し
て
、
会
員
及
び
児
童
・
生
徒
の

後
継
者
育
成
に
尽
力
す
る
と
と
も
に
「
創

設
40
周
年
記
念
誌
」
発
刊
（
平
成
24

年
度
）
の
編
集
委
員
と
し
て
貢
献
。 

 

大
池
　
貫
一
（
袋
町
神
楽
保
存
会
） 

　
昭
和
38
年
よ
り
大
池
町
内
の
神
楽

保
存
会
、
昭
和
43
年
よ
り
袋
町
神
楽

保
存
会
に
所
属
し
、
笛
の
囃
子
手
と

し
て
幾
多
の
諸
行
事
に
参
画
。
後
継

者
の
育
成
指
導
、
郷
土
芸
能
の
伝
承

に
大
き
く
尽
力
。 

 

天
間
　
　
鋭
（
天
間
舘
神
楽
保
存
会
） 

　
長
年
に
わ
た
り
天
間
舘
神
楽
保
存

会
に
在
籍
し
、
役
員
な
ど
を
歴
任
。

後
継
者
の
発
掘
・
指
導
育
成
な
ど
、 

郷
土
芸
能
の
保
存
・
伝
承
活
動
に
貢
献
。

後
世
に
郷
土
芸
能
を
伝
承
し
て
い
く

た
め
の
指
導
者
と
し
て
、
現
在
も
活

躍
中
。 

 

西
山 

　
由
三
（
和
田
神
楽
保
存
会
） 

　
七
戸
拍
子
方
、
唄
い
手
と
し
て
現

在
ま
で
約
30
年
に
わ
た
り
活
動
中
。

伝
統
芸
能
保
存
及
び
地
域
活
動
・
伝

承
に
貢
献
。 

  
【
文
化
奨
励
賞
】 

  

小
山
田
祐
太
（
青
森
第
一
高
等 

養
護
学
校
） 

　
平
成
25
年
度
第
32
回
肢
体
不
自
由 

児
・
者
の
美
術
展
　
書
の
部
「
朝
日

新
聞
厚
生
文
化
事
業
団
賞
」
受
賞
。 

 

中
野
　
京
香
（
七
戸
養
護
学
校
） 

　
第
３
回
ウ
ィ
ー
ン
国
際
障
害
者
ピ

ア
ノ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
日
本
選
考

会
に
出
場
し
、
日
本
代
表
（
17
人
）

の
一
人
に
選
出
。 

 

鳥
谷
部
志
穂
（
三
沢
商
業
高
等
学
校
） 

　
第
60
回
全
国
高
等
学
校
珠
算
・
電

卓
競
技
大
会
団
体
競
技
５
位
、
個
人

総
合
競
技
３
等
、
種
目
別
競
技
の
伝

票
算
佳
良
（
青
森
県
大
会
団
体
の
部

優
勝
）。 

 

瀬
川
安
寿
佳
（
三
本
木
農
業
高
等
学
校
） 

　
第
64
回
青
森
県
学
校
農
業
ク
ラ
ブ

連
盟
大
会
最
優
秀
賞
受
賞
。
第
64
回

日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
東
北
連
盟
大

会
（
文
化
・
生
活
）
優
秀
賞
受
賞
。 

 

富
浦
　
圭
哉
（
十
和
田
工
業
高
等
学
校
） 

　
第
13
回
高
校
生
も
の
づ
く
り
コ
ン

テ
ス
ト
全
国
大
会
（
四
国
大
会
）
」

電
気
工
事
部
門
全
国
大
会
第
３
位
（
青

森
県
大
会
・
東
北
大
会
第
１
位
）。 

 

坂
本
　
愁
乃
（
野
辺
地
高
等
学
校
） 

　
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
第
56

回
東
北
大
会
高
等
学
校
小
編
成
の
部

で
銅
賞
受
賞
（
青
森
県
大
会
金
賞
受
賞
、

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
奏
者
）。 

 

工
藤
　
珠
里
（
野
辺
地
高
等
学
校
） 

　
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
第
56

回
東
北
大
会
高
等
学
校
小
編
成
の
部

で
銅
賞
受
賞
（
青
森
県
大
会
金
賞
受
賞
、

ホ
ル
ン
奏
者
）。 

（2） 平成26年（2014）4月号 

平成25年度　七戸町功労賞・文化賞・ 
スポーツ顕賞・教育奨励賞　受賞者 

 

　平成25年度の七戸町功労賞・文化賞・スポーツ顕賞表彰式と教育奨励賞表彰式が２月22日、柏葉館

で行われ、町に貢献された方、文化、スポーツの活動で功績のあった方々に表彰状が贈られました。

各賞の受賞者は次のとおりです。（順不同・敬称略） 
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（3） 平成26年（2014）4月号 

 

ス
ポ
ー
ツ
顕
賞 

 

※（
所
属-

競
技
種
目
） 

 

【
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
】 

 

円
子
　
隆
治 

白
川
　
秀
雄 

浜
村
　
恒
雄 

 

【
ス
ポ
ー
ツ
賞
】 

 

古
屋
敷
ほ
た
る 

 

【
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
賞
】 

 〈
個
人
の
部
〉 

原
子
　
　
明
　
　 

上
原
子
憲
樹 

藤
田
惠
美
子 

中
岫
　
憂
基 

山
田
　
武
典 

簗
田
正
之
助 

作
田
遼
太
郎 

山
口
　
祐
弐 

坪
　
　
凌
太 

大
池
　
唯
華 

 

【
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
】 

 〈
個
人
の
部
〉 

蓼
内
　
國
男 

岡
村
　
昭
一 

川
村
　
和
隆 

天
間
　
竜
一 

桃
林
　
輝
昭 

木
田
　
キ
ミ 

荒
川
　
昭
則 

 

〈
団
体
の
部
〉 

七
戸
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会 

　(

体
協
―
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル) 

　
坪
　
　
孝
夫
・
西
野
　
忠
一
・
鳥
谷
部
大
太 

　
坂
本
　
し
ゑ
・
中
里
ま
つ
ゑ
・
坪
　
　
和
子 

  

教
育
奨
励
賞 

  

【
最
優
秀
賞
】 

 

山
谷
　
琉
維
（
城
南
小
学
校
） 

西
野
　
真
心
（
城
南
小
学
校
） 

 
【
優
秀
賞
】 

 〈
個
人
の
部
〉 

大
池
　
　
流
、
荒
町
　
璃
音 

伊
藤
　
隆
介
、
瀬
川
　
あ
い 

　
松
　
凜
玲
、
大
池
　
　
香 

小
林
あ
か
り
、
山
口
　
翔
心 

（
以
上
七
戸
小
学
校
） 

木
村
　
陽
大
、
浦
田
　
綺
音 

小
林
　
倫
璃
、
佐
藤
　
咲
樹 

中
村
　
萌
海
、
沼
田
　
侑
里 

大
池
　
七
海
（
以
上
城
南
小
学
校
） 

天
間
　
琴
心
、
鳴
海
　
洸
太 

野
口
　
滉
稀
（
以
上
天
間
西
小
学
校
） 

小
島
　
瑳
希
、
西
野
こ
こ
ろ 

大
池
　
　
黎
、
佐
々
木
涼
名 

塚
尾
　
凌
河
、
三
上
　
朋
也 

　
　
　
　
　
（
以
上
七
戸
中
学
校
） 

天
間
　
陸
斗 （

以
上
天
間
舘
中
学
校
） 

田
村
　
優
佳
、
小
原
　
理
湖 

（
以
上
三
本
木
高
等
学
校
附
属
中
学
校
） 

 〈
団
体
の
部
〉 

七
戸
中
学
校
男
子
剣
道
部 

《
優
秀
賞
》 

 

　
塚
尾
　
凌
河
、
作
田
京
太
郎
、
藤
嶋
　
章
平 

　
小
栗
　
颯
真
、
新
山
　
裕
介
、
小
栗
　
大
侑 

　
附
田
　
和
真 

《
優
良
賞
》 

 

　
池
田
　
光
輝
、
吹
切
　
広
彰
、
底
田
　
尚
弥 

 

柏
葉
少
年
剣
士
隊 

《
優
秀
賞
》 

 

　
藤
嶋
　
章
平
、
小
栗
　
颯
真
、
作
田
京
太
郎 

　
塚
尾
　
凌
河
、
小
栗
　
大
侑 

《
優
良
賞
》 

 

　
塚
尾
　
彩
香
、
中
山
　
春
菜
、
森
田
　
宇
美 

　
作
田
　
茉
優
、
福
田
　
瑞
穂
、
音
坂
　
碧
海 

　
田
原
　
瞳
子
、
山
口
　
　
杏
、
小
林
　
倫
璃 

　
村
山
　
　
天
、
工
藤
　
　
及 

 

【
優
良
賞
】 

 〈
個
人
の
部
〉 

山
口
　
大
雅
（
以
上
七
戸
幼
稚
園
） 

大
沢
田
空
知
、
金
子
　
　
光 

樋
口
　
雄
大
、
町
屋
　
心
音 

山
口
　
皓
雅
、
大
平
　
　
葵 

田
中
　
颯
斗
、
沼
端
　
彩
華 

新
延
あ
ず
み
、
森
野
　
優
花 

濱
村
　
壮
琉
、
成
田
　
理
瑠 

新
山
　
周
平
、
沼
辺
　
琉
妃 

（
以
上
七
戸
小
学
校
） 

田
栗
　
彩
音
、
田
中
　
奈
穂 

西
野
　
心
実
、
信
田
　
侑
斗 

坂
倉
　
修
平
、
町
屋
　
桃
子 

葛
巻
　
泰
理
、
市
川
　
諒
真 

斉
下
　
真
大
、
島
田
　
結
衣 

奈
良
　
昌
孝
、
成
田
　
知
秀 

（
以
上
城
南
小
学
校
） 

辻
浦
　
大
生
、
荒
町
　
美
佳 

工
藤
　
　
葵
、
佐
藤
　
綾
乃 

澤
田
　
薫
月
、
坪
　
　
大
翔 

鶴
間
　
　
伶
、
工
藤
　
　
及 

町
屋
　
慶
明
、
米
内
山
奏
人 

秋
元
　
悠
里
、
荒
町
　
　
澪 

天
間
　
珠
歩
、
千
葉
　
周
哉 

坪
　
　
鈴
花
、
中
岫
　
　
愛 

中
村
　
　
絢
（
以
上
天
間
西
小
学
校
） 

田
嶋
　
侑
空
（
以
上
天
間
東
小
学
校
） 

太
田
　
美
優
、
亀
田
　
彩
乃 

小
林
　
樹
生
、
齊
下
志
桜
里 

作
田
　
茉
優
、
　
田
　
睦
月 

苫
米
地
香
南
子
、
中
村
　
優
花 

原
　
　
夏
子
、
森
野
　
佑
香 

赤
沼
　
魁
成
、
浦
田
　
早
絢 

小
栗
　
　
麗
、
菊
地
　
瀬
菜 

久
保
　
　
汐
、
小
島
　
須
王 

作
田
　
淳
奈
、
齊
藤
　
る
り 

新
堂
　
望
衣
、
坪
　
　
夏
菜 

苫
米
地
東
香
、
楢
舘
　
理
子 

成
田
　
　
光
、
三
上
愛
美
理 

瀬
川
　
佳
奈
、
山
口
　
優
奈 

（
以
上
七
戸
中
学
校
） 

大
原
江
里
亜
、
金
見
　
将
武 

鳥
谷
部
　
仁
、
原
子
　
　
将 

鳥
谷
部
大
希
、
　
田
　
　
開 

坪
　
　
夏
歩
、
天
間
　
優
雅 

十
枝
内
康
哉
、
鳥
谷
部
日
菜
子 

（
以
上
天
間
舘
中
学
校
） 

甲
田
　
　
仁
（
榎
林
中
学
校
） 

 

〈
団
体
の
部
〉 

七
戸
中
学
校
女
子
剣
道
部  

 

　
大
浦
の
の
か
、
坪
　
ほ
の
か
、
森
田
　
宇
美 

　
塚
尾
　
彩
香
、
中
山
　
春
菜
、
福
田
　
瑞
穂 

　
作
田
　
茉
優
、
佐
々
木
　
萌
、
中
野
渡
瑞
希 

 

七
戸
中
学
校
男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部 

 

　
浦
田
　
拓
人
、
新
山
　
　
透
、
濱
村
　
祐
利 

　
中
岫
　
将
希
、
佐
々
木
星
児
、
金
子
　
海
斗 

　
沼
端
　
雅
樹 

　 七
戸
中
学
校
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部 

 

　
山
口
　
優
奈
　
瀬
川
　
佳
奈
、
峯
田
　
郷
華 

　
長
嶋
　
芽
生
、
新
堂
　
望
衣
、
浦
田
　
早
絢 

　
亀
田
　
彩
乃
、
田
中
　
早
紀
、
新
山
　
瑠
菜 

　
舘
野
　
彩
花
、
山
田
　
歌
恋 

 

七
戸
中
学
校
陸
上
競
技
部  

 
　
三
上
　
朋
也
、
大
池
　
　
黎
、
山
口
　
竜
吾 
　
成
田
　
駿
平
、
三
上
愛
美
理
、
作
田
　
優
奈 

　
田
中
　
泰
希
、
小
倉
　
拓
郎
、
赤
沼
　
魁
成 

　
福
田
　
響
紀
、
西
野
こ
こ
ろ
、
太
田
　
美
優 

　
小
林
　
樹
生
、
斉
下
　
乃
彩
、
中
村
　
秀
輔 

 

七
戸
中
学
校
男
子
柔
道
部  

 

　
小
倉
　
秀
貴
、
沢
目
　
幸
司
、
荒
町
　
勇
貴 

　
鳥
谷
部
宇
揮
、
　
田
　
和
希
、
吹
切
　
彰
太 

　
縄
田
　
　
樹
、
久
保
　
晴
稀
、
田
中
　
悠
佑 

　
三
上
　
伸
吾
、
寺
澤
龍
之
助 

 

七
戸
中
学
校
女
子
柔
道
部 

 

　
荒
川
か
れ
ん
、
坪
　
　
夏
菜
　
成
田
　
　
光 

　
田
栗
　
琴
音
、
泉
　
明
日
香
、
石
田
　
愛
香 

 

七
戸
中
学
校
ス
キ
ー
部
女
子 

 

　
佐
々
木
涼
名
、
西
野
こ
こ
ろ
、
小
島
　
瑳
希 

　
小
田
　
舞
緒 

 

七
戸
中
学
校
吹
奏
楽
部 

 

　
大
池
　
巧
真
、
　
田
　
如
月
、
後
藤
　
瑠
奈 

　
十
枝
内
理
夏
、
小
舘
　
智
佳
、
石
田
莉
加
子 

　
小
笠
原
史
弓
、
西
山
　
綾
香
、
古
屋
敷
小
鈴 

　
町
屋
　
敦
美
、
小
栗
　
　
麗
、
貝
塚
　
彩
乃 

　
久
保
　
　
汐
、
苫
米
地
東
香
、
楢
舘
　
理
子 

　
成
田
　
　
結
、
大
平
　
　
光
、
小
原
　
理
彩 

　
菊
地
　
瀬
菜
、
齊
藤
　
る
り
、
作
田
　
淳
奈 

　
山
田
　
香
帆
、
竹
内
　
更
沙
、
中
村
　
優
花 

　
原
　
　
夏
子
、
森
野
　
佑
香
、
　
田
　
睦
月 

　
齊
下
志
桜
里
、
苫
米
地
香
南
子
、
鳥
谷
部
瑠
香 

　
峯
田
　
郷
愛 

 

天
間
西
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ 

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

 

　
鳥
谷
部
泰
成
、
中
野
渡
一
郎
、
坪
　
　
奎
冴 

　
西
野
　
王
智
、
天
間
心
之
介
、
小
又
　
輝
士 

　
蛯
名
　
柊
弥
、
中
岫
　
　
蓮
、
工
藤
　
　
蓮 

　
哘
崎
　
　
新
、
小
又
　
隆
明
、
鳥
谷
部
滉
也 

　
天
間
　
陽
智
、
市
ノ
渡
　
陸
、
野
月
　
心
温 

　
長
山
　
匡
晴
、
酒
井
　
滉
太
、
天
間
　
修
生 

　
上
野
　
優
杏
、
鳥
谷
部
　
颯
、
天
間
　
佑
紀 

　
上
原
子
涼
太
、
坪
　
　
奏
汰
、
松
村
　
大
輝 

 

七
戸
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ 

 

　
山
口
　
翔
心
、
奈
良
　
昌
孝
、
市
川
　
諒
真 

　
神
村
　
唯
斗 

 

天
間
東
卓
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

 

　
小
坂
　
大
樹
、
齋
藤
　
　
駿
、
中
岫
　
紀
貴 

　
　
田
　
憲
人
、
二
ツ
森
陸
斗 

 

       

（
体
協
―
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル) 

（
体
協
―
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル) 

（
体
協
―
バ
ド
ミ
ン
ト
ン) 

   

（
千
葉
学
園
高
等
学
校
― 

サ
ッ
カ
ー) 

   

（
体
協
―
陸
上) 

（
体
協
―
陸
上) 

（
体
協
―
水
泳) 

（
体
協
―
剣
道) 

（
青
森
山
田
高
等
学
校
― 

サ
ッ
カ
ー) 

（
青
森
山
田
高
等
学
校
― 

陸
上) 

（
五
所
川
原
第
一
高
等
学
校
― 

剣
道) 

（
三
本
木
高
等
学
校
― 

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル) 

　(

青
森
北
高
等
学
校
―
柔
道) 

　(

七
戸
高
等
学
校
―
ス
キ
ー) 

    

（
体
協
―
野
球) 

（
体
協
―
野
球) 

（
体
協
―
野
球) 

（
身
体
障
害
者
福
祉
会
―
陸
上) 

（
身
体
障
害
者
福
祉
会
―
陸
上) 

（
体
協
―
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ) 

（
体
協
―
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ) 

 



 
 
予算の内訳 

一般会計　　　90億9,900万円 

特別会計　　　57億4,189万円 

　　計　　148億4,089万円 

26年度 
予算総額 

（4） 平成26年（2014）4月号 

特集 特集 

平成26年度当初予算額及び対前年度比較表 

平成25年度当初予算額 

86億9,000万円 

55億5,860万円 

22億3,759万円 

3億4,265万円 

21億9,149万円 

988万円 

312万円 

4億2,269万円 

6,023万円 

2億9,095万円 

142億4,860万円 

平成26年度当初予算額 

90億9,900万円 

57億4,189万円 

23億263万円 

3億7,105万円 

23億3,155万円 

757万円 

318万円 

3億5,592万円 

6,159万円 

3億840万円 

148億4,089万円 

比較増減額 

4億900万円 

1億8,329万円 

6,504万円 

2,840万円 

1億4,006万円 

△ 231万円 

6万円 

△ 6,677万円 

136万円 

1,745万円 

5億9,229万円 

比較増減率 

4.7 % 

3.3 % 

2.9 % 

8.3 % 

6.4 % 

△ 23.4 % 

1.9 % 

△ 15.8 % 

2.3 % 

6.0 % 

4.2 %

特 別 会 計 

国 民 健 康 保 険  

後 期 高 齢 者 医 療  

介 護 保 険  

介護サービス事業  

七 戸 霊 園 事 業  

公 共 下 水 道 事 業  

農業集落排水事業  

水 道 事 業  

合 計  

区 分  

一 般 会 計  

町税内訳(18億691万円) 
 

町民税 
5億695万円 
（28.1％） 

固定資産税 
11億4,944万円 
（63.6％） 

軽自動車税 
 4,085万円（2.3%）  都市計画税　4万円（0%） 

たばこ税 
1億936万円（6.1%） 

町税 
18億691万円 
（19.9%） 

 

その他 
8億643万円 
（8.9%） 

その他 
3億4,623万円 
（3.8%） 
 
 

町債 5億470万円 
（5.5%） 
 

  国庫支出金 
8億8,629万円 
（9.7%） 
 

地方交付税 
41億1,000万円 
（45.2%） 

 

県支出金 
　6億 
　3,844万円 
　　（7.0%） 
 

⇦

歳 入 
 

自 
主 
財 

源 

依 

存 

財 

源 



平成26年度予算決まる 
子育て支援と定住促進へ重点配分 

 
　今年度の一般会計当初予算は、90億9,900万円で、前年度予算と比べ4.7％増となりました。      
　町では、中学生までの医療費無料化、給食費全額町負担などの子育て支援事業や各種定住促進事業を実施してき
ました。      
　今年度は、一層の子育て支援の強化と定住促進効果を加速させるため、町費負担の臨時教員を配置し、子どもた
ちが多くの教員に見守られた教育環境を築き「確かな学力の定着」や「生徒指導の充実」を図るとともに、学校体
育館の天井等落下防止対策事業を実施し、児童・生徒の安全確保を図るなど教育環境の充実を図ります。さらに、
老朽化が激しい児童館などの児童福祉施設については、年次整備計画に従い建設していきます。      
　また、ヤングファミリー定住支援や定住促進新築住宅支援などの予算を計上し、昨年同様、定住促進対策にも力
を入れていきます。 
 

 

【歳出用語の説明】 
民　生　費　→　主に福祉関係に使うお金 
公　債　費　→　町債を返済するために支払うお金 
総　務　費　→　町の総括的な事務に使うお金 
衛　生　費　→　保健施設・ごみ処理など安全で衛生的な生活のために使うお金 
教　育　費　→　幼稚園・学校の管理や公民館など教育全般の事務や事業に使うお金 
土　木　費　→　道路や公園など公的施設に使うお金 
消　防　費　→　消防・救急活動や消防施設などの整備に使うお金 
農林水産業費　→　農林水産業の支援や指導育成に使うお金 
議　会　費　→　町議会の運営や議員の報酬などに使うお金 
商　工　費　→　商工業の支援育成や各種イベントの補助などに使うお金 
 
 

【歳入用語の説明】 
地方交付税　→　所得税など国が徴収した税金の中から、地方公共団体の財政状況に応じて交付
　　　　　　　　されるお金 
国庫支出金　→　町が行う特定の事業の財源として、国から町に交付されるお金 
県 支 出 金　→　町が行う特定の事業の財源として、県から町に交付されるお金 
町　　　債　→　町が行う建設事業などの財源に充てるため、借り入れるお金 
町　　　税　→　皆さまが町に納める税金 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  
 

　６ページから平成26年度に
町が行う仕事を“分かりやす
く”お知らせする「予算説明
書」を掲載しています。 
　まだまだほんの一部ですが、
「この仕事を載せて欲しい」「こ
こはもっと詳しく知りたい」
など、気付いたことがありま
したら、遠慮なくご意見をお
寄せください。 

 
問合せ先　財政課☎68－2117 
 
※財源内訳が記載されていな
　い事業は、すべての経費を

　町が負担して行うものです。 

（5） 平成26年（2014）4月号 

特集 特集 

議会費 
1億524万円（1.2%） 
 

商工費 
2億5,124万円 
　（2.8%） 
 

公債費 
13億5,419万円 
（14.9%） 

 

総務費 
13億4,475万円 
（14.8%） 

 

民生費 
16億6,865万円 
（18.3%） 

 

土木費 
5億8,536万円 
（6.4%） 
 

その他 
11億1,506万円 
（12.3%） 

歳 出 
 

教育費 
9億1,749万円 
（10.1%） 

 衛生費 
11億2,365万円 
（12.3%） 

 

消防費 
2億9,525万円  
（3.2%） 
 

農林水産業費 
3億3,812万円  
（3.7%） 
 



（担当：建設課　建設係） 
 
　国道４号（加賀木材）から天間西小学校を結ぶ通
学道路の歩道を整備し、歩行者（児童生徒）の交通の
安全を図ります。 
 
◆工事区間　 
　　加賀木材工業から天間舘・道ノ上線交差点まで 

960ｍ 
◆工事の予定期間 
　　7月～3月 
◆主な経費　 
　　歩道整備工事　L=410ｍ 
　　用地測量調査　L=640ｍ 
　　道路敷地購入　A=715ｍ2 
　　支障物件移転補償 
　　　財　源 
　　国の交付金 
　　町の負担金 
 
 

（担当：建設課　建設係） 
 
　七戸中学校から野々上地区を結ぶ幹線道路の拡
幅改良と急カーブ・急勾配箇所の解消を図り、交通
の安全を図ります。 
 
◆工事区間　 
　　見町スタンドから県道七戸十和田湖線交差点
　まで1,100ｍ 
◆工事の予定期間 
　　7月～3月 
◆主な経費　 
　　用地測量調査　L=1,100ｍ 
　　道路敷地購入　A=3,333ｍ2 
　　支障物件移転補償 
　　　財　源 
　　国の交付金 
　　町の負担金 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

300万円 
400万円 
400万円 

 
715万円 
385万円 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3,850万円 
150万円 
500万円 
600万円 

 
3,315万円 
1,785万円 

 
 
 
 
 

（担当：建設課　建設係） 
 
　幹線町道の車道舗装面の破損がひどく、車両交通
に支障をきたす恐れがあることから、舗装補修を行
うことで事故防止などを図ります。 
 
◆事業の内容 
　　町道宇道坂・鍛冶林線 
　　町道中野・市ノ渡線 
　　町道花松・長沢線 
　　町道作田・鍛冶林・一ノ坂線 
 
　　町道白石・市ノ渡線 
◆工事の予定期間 
　　5月～12月 
 
　　　財　源 
　　国の交付金 
　　町の負担金 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

L=220ｍ 1，700万円 
L=400ｍ 2，520万円 
L=170ｍ 1，260万円 

 
L=720ｍ 4，530万円 
L=700ｍ 4，410万円 
　　　　　　　 

 
 
 

9,373万円 
5,047万円 

 

（担当：建設課　建設係） 
 
　町管理の橋梁の延命を図るため、町では長寿命化
計画を策定し、順番に橋梁の補修を行います。 
 
◆事業の内容 
　　作田橋の塗装（橋長34ｍ） 
　　和田下橋橋梁調査設計（橋長50ｍ） 
◆工事の予定期間 
　　8月～12月 
 
　　　財　源 
　　国庫支出金 
　　町の負担金 
 

 
 
 
 
 

1,100万円 
720万円 

 
 
 
 

1,183万円 
 637万円 

 

（担当：建設課　建設係） 
 
（仮称）森ノ上・荒熊内線道路新設事業 
　この事業は、天間林地区市街地（役場本庁舎）と七
戸地区市街地（七戸庁舎）を連絡する路線であり、七
戸十和田駅の北側、町道横町・蛇坂・荒熊内線の終点
に接続します。 
 
◆事業の内容 
　　道路詳細設計　L=2,400ｍ 
　　　財　源 
　　国の交付金 
　　町の負担金 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

3,000万円 
 

1,950万円 
1,050万円 

 

（担当：建設課　管理係） 
 
　この事業は、町保有の除雪機械の整備を図り、冬
期間の交通の確保に努めます。 
　今年度は、平成６年度に購入した機械を更新しま
す。 
 
◆事業の内容 
　　小型ロータリー除雪車購入費(３台) 
 
　　　財　源 
　　国の交付金 
　　過　疎　債 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

2,700万円 
 

1,800万円 
 900万円 

 

（6） 平成26年（2014）4月号 

特集 特集 

都 市 基 盤 の 整 備  

町道中野・森ノ上線歩道整備事業 5,100万円 町道宇道坂・五十貫田線改良舗装事業 1,100万円 

幹線道路舗装補修事業 1億4,420万円 橋梁補修事業 1,820万円 

道路新設改良事業 3,000万円 除雪機械整備事業 2,700万円 



（担当：建設課　管理係） 
 
　町民が冬道を安全に通行できるよう、道路の除雪
及び排雪を行います。 
　除排雪作業により、町民の皆さまにはご迷惑をお
かけする場合がありますが、ご協力をお願いします。 
 
◆主な経費 
　　業者委託料 
　　機械借上料 
　　車検料 
　　その他経費 
　　　財　源 
　　国庫支出金 
　　町の負担金 

 
 
 
 
 
 

 
5,120万円 
128万円 
800万円 
750万円 

 
1,600万円 
5,198万円 

（担当：建設課　管理係） 
 
　冬期間の降雪により町民の生活に支障を及ぼす
雪道を克服し、産業の振興及び生活の安定のため、
道路交通の確保に向けた除雪作業の円滑化を図る
ことを目的に、除雪協力業者の除雪機械購入に対し
て、補助金を交付します。 
 
◆事業の内容 
　　補助率 
　　補助金上限額 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

3分の1以内 
500万円 

 
 

（担当：建設課　建設係） 
 
　橋梁の延命化を図るため、橋長15ｍ未満の橋梁
について、長寿命化計画を策定し、緊急性の高い橋
梁から順次補修などを行います。 
 
◆事業の内容 
　橋梁長寿命化計画策定業務委託 

橋長（L=15m未満）　N=64橋 
　　　財　源 
　　国庫支出金 
　　町の負担金 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

1,690万円 
910万円 

 
 
 

（担当：建設課　建設係） 
 
　町道の舗装補修及び道路改良工事などを施工し、
車両交通に支障をきたしている路線及び集落の改
良工事を行うことで利用向上を図ります。 
 
◆主な経費 
　　上田・左組線　　　L=250ｍ 
　　荒熊内30号線　　 L=254ｍ 
　　　財　源 

　　町の負担金 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

3,000万円 

（担当：上下水道課　下水道係） 
 
　各家庭や事業所のトイレや台所などから出た汚
水は、下水道管に流れて浄化センターに集められま
す。浄化センターで処理したきれいな水は、川に放
流され水環境の改善につながっています。下水道の
計画区域内では、整備を進めるため下水道管の布設
をしています。 
　今年度は、過去に下水道管の布設をした箇所の舗
装復旧をします。 
 
七戸処理区 
◆工事区間　　　　貝ノ口・上町野地区 
◆工事の予定時期　7月～12月 
◆事業費 
　　舗装復旧工事 
　　管渠詳細設計等業務 
天間林処理区 
◆工事区間　　　　天間４常会・森ヶ沢地区 
◆工事の予定時期　7月～12月 
◆事業費 
　　舗装復旧工事 
　　計画設計業務 
　　　財　源 
　　国庫支出金 
　　町の負担金 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1,800万円 
2,000万円 

 
 
 
 

1,500万円 
30万円 

 
2,000万円 
3,330万円 

 
 
 

（担当：上下水道課　下水道係） 
 
　下水道管に流され各浄化施設に集められた汚水は、
浄化センター内の水槽で微生物の力を借りながら
きれいな水と汚泥に分けられます。きれいになっ
た水は川へ放流され、汚泥は焼却処分されます。 
 
◆主な経費 
　【公共下水道の維持管理費】 
　　七戸浄化センター 
　　天間林浄化センター 
　　その他経費 
　【農業集落排水の維持管理費】 
　　中野西地区処理施設 
　　四ヶ村地区処理施設 
　　その他経費 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

3,915万円 
3,050万円 
280万円 

 
925万円 
925万円 
87万円 

 

特集 特集 

（7） 平成26年（2014）4月号 

道路の管理（除雪） 6,798万円 除雪機械更新事業 1,000万円 

橋梁長寿命化計画策定 2,600万円 道路改良等工事 3,000万円 

下水道整備事業 5,330万円 下水道施設維持管理事業費 9,182万円 



（担当：商工観光課　施設管理係） 
 
　区画整理事業において新たに整備された南北の駅前広場・駐車場・公園などの維持管理費用です。多くの方
が訪れる新駅周辺にふさわしい環境美化を図るため、その施設の維持管理を行います。 
 
◆主な経費 
　　燃料費及び光熱水費 
　　駅周辺施設環境整備委託料など 

 
 
 
 
 

320万円 
780万円 

 
 

 
 

　　　財　源 

　　町の負担金 
 
 

 
 
 

1,100万円 

 

 
 

　　　財　源 
　　町の負担額 
　　県補助 
 

 
 
 

1,183万円 
130万円 

（担当：商工観光課　商工係） 
 
　地域の商工業振興を支援するため、地域産業の指導的役割を担う七戸町及び天間林村商工会が行う事業経
費の一部を補助します。また、地元商店街の活性化を図るため、七戸町商店会協同組合が実施しているポイン
トカードの発行や商品券を活用した事業及び七戸中央商店街協同組合が実施しているイベントなどの事業
費の一部を補助します。 
　まちづくりチャレンジ事業として、中心商店街の各商店の魅力向上を目指した事業を実施します。 
　商工業の支援として、七戸町小口資金・七戸町事業活性化資金に伴う保証料の一部を助成します。 
 
◆主な経費 
　　商工会補助金 
　　　（七戸町・天間林商工会） 
　　　（まちなか丸ごと元気事業費補助金含む） 
　　地元購買促進事業費補助金 
　　中央商店街イベント事業費補助金 
　　まちづくりチャレンジ事業費補助金 
　　中小企業保証料補給金 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

655万円 
 
 

226万円 
100万円 
162万円 
170万円 

 
 
 
 
 

（担当：商工観光課　施設管理係） 
 
　七戸十和田駅南口に位置する「七戸町観光交流セ
ンター」の維持管理費用です。 
　七戸町はもちろん、上十三・下北地域の玄関口と
して多くの来訪者が利用しやすい施設となるよう
管理運営を行います。 
 
 
 

◆主な経費 
　　燃料費及び光熱水費 
　　設備等保守点検委託料 
　　清掃・施設管理等委託料　　　 
　　　　財　源 
　　使用料収入 
　　町の負担額 
 
 

（担当：上下水道課　上水道係） 
 
　配水管は、皆さまの家庭や水を必要とする施設へ、
水を運ぶ施設です。 
　古くなった管やおのおので取出した管を一つの
配水管にまとめ、地震に強い管へと替えて整備しま
す。 
 
◆工事区間 
　　七戸・十和田駅北口から北側への250ｍの区間 
◆工事の予定期間 
　　６月～12月 
◆主な経費 
　　配水管整備工事 
　　その他経費 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1,000万円 
90万円 

 

（担当：上下水道課　上水道係） 
 
　各浄水場と町が指定した屋内避難所とを結ぶ配
水管を、地震に強い管へ更新します。 
 
◆工事区間 
　　天間舘大沢交差点から金木交差点へ1,350ｍの区間 
　　小山酒店付近から七戸支所方面へ750ｍの区間 
　　七戸中学校から柏葉町通りの560ｍの区間 
◆工事の予定期間 
　　６月～３月 
◆主な経費 
　　配水管整備工事 
　　その他経費 
◆国からの補助金 
　　補助対象額の1/3 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1億2,653万円 
530万円 

 
4,205万円 

 
 

630万円 
317万円 
1,825万円 

 
15万円 

2,757万円 
 
 

（8） 平成26年（2014）4月号 

特集 特集 

駅周辺施設の維持管理  1,100万円 

産 業 の 振 興  

商工業振興事業 1,313万円 

観光交流センターの維持管理 2,772万円 

配水管等整備事業  1,090万円 ライフライン機能強化等事業 1億3,183万円 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

481万円 
50万円 
120万円 
213万円 
816万円 
100万円 
365万円 
528万円 

 
5,665万円 

 
2,673万円 
5,665万円 

（担当：商工観光課　観光係） 
 
　各実行委員会などにより様々な観光イベントが
開催されています。町ではこれらのイベントの運営
を支援し、地域の魅力向上を図ります。 
　また、七戸町観光協会では、関係機関と連携し秋
まつりなどの開催、また旧南部縦貫レールバスなど
を積極的に活用した観光開発に取り組みます。 
　観光施設関係では、レールバス展示施設のトイレ
などを整備します。「道の駅しちのへ」では、地震・風
水害などにおける帰宅困難者に対応するため、太陽
光パネル並びに蓄電池を設置します。 
 
◆主な経費 
　　しちのへ夏まつり実行委員会補助金 
　　七里ウォーキング補助金 
　　東北馬力大会事業費補助金 
　　ホワイトバドル実行委員会補助金 
　　七戸町観光協会補助金 
　　七戸ナニャドヤラ盆踊大会事業費補助金 
　　観光資源ブラッシュアップ事業業務委託料 
　　レールバス展示施設環境整備工事費 
　　道の駅蓄電池等設置工事費(設計監理含む) 
 
　　　財　源 
　　町の負担金 
　　県　補　助 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

82万円 
36万円 
335万円 

 
235万円 

 
 

618万円 
 

1,306万円 
 
 

（担当：商工観光課　観光係） 
 
　東北新幹線「七戸十和田駅」の開業効果を高める
ため、七戸十和田駅開業効果活用推進委員会事業を
中心に、七戸町のＰＲキャンペーンなどを県内外で
積極的に開催し、観光客の誘客に努めます。 
　地域情報を充実させたパンフレットやポスター
を制作するほか、七戸町の魅力や食文化を情報誌に
掲載しＰＲに努めます。 
　また、観光客おもてなし事業は、東北新幹線「七戸
十和田駅」開業効果が発揮できるよう、当町の観光
施設や既存イベントを磨き上げることで、中心商店
街への誘客促進や、おもてなしのサービス向上に努
めます。 
　地域振興プロジェクト事業では、来訪者に地域の
自然・歴史など「七戸ならでは」「七戸にしかないもの」
を「感じて」もらい、「幸せ」を与える、『感幸事業』を
展開します。 
 
◆主な経費 
　　パンフレット・観光ポスターなど 
　　広告費 
　　観光客おもてなし事業費補助金 
　　七戸十和田駅開業効果活用 
　　　　　　　　推進委員会補助金 
　　観光地域づくり及び 
　　　　　　観光ホームページリニューアル事業 
 
　　　財　源 

　　町の負担金 
 
 
 

（担当：農林課　農業振興係） 
 
　生産規模の拡大、生産コストの低減などに取り組
むため、農業用機械やビニールハウスの購入にかか
る経費について補助します。 
 
◎農業用機械　　 補助率20％又は上限額100万円 
◎ビニールハウス　補助率20％又は上限額30万円 
　　　財　源 

　　町の負担金 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

339万円 
30万円 
175万円 
25万円 
325万円 

 
82万円 
28万円 
31万円 
10万円 

 
21万円 
225万円 
41万円 

 

1,332万円 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

2,500万円 
 
 
 

（担当：農林課　農業振興係） 
 
　町の農林畜産物の加工・販売・サービスの提供な
どの６次産業化を推進するための事業に要する経
費について補助します。 
 
◆補助率 
　　　財　源 

　　町の負担金 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

2/3又は上限額100万円 
 

300万円 
 
 
 
 

（担当：農林課　農業振興係） 
 
　畑作主要農産物の品質向上、産地維持を目的とし
て、生産資材の購入などに要する経費に対して補助
します。 
 
◆事業・経費　 
◎にんにく（計894万円） 
　イモグサレセンチュウ対策（防除剤） 
　イモグサレセンチュウ対策（乾熱処理） 
　優良種子確保対策　 
　優良種子生産対策 
　産地維持対策（新規ほ場） 
◎長いも（計110万円） 
　優良種子確保対策 
　トレンチャー耕委託 
◎トマト　　品質向上対策（遮光フィルム） 
◎りんどう　産地再生（苗購入、新規ほ場） 
◎ほ場（計287万円） 
　土壌分析推進　 
　土づくり強化対策（堆肥）　 
　融雪促進対策（融雪剤） 
　　　財　源 

　　町の負担金 
 
 
 
 
 
 

特集 特集 

（9） 平成26年（2014）4月号 

観光レクリエーションの振興①（観光誘客事業）  8,338万円 観光レクリエーションの振興②（観光ＰＲ事業）  1,306万円 

新規農業用機械等購入事業 2,500万円 

６次産業化推進事業 300万円 

畑作振興事業 1,332万円 



（担当：学務課　学校教育係） 
 
　幼稚園児や児童生徒の健康を保ち、また増進させ
るため、学校保健安全法に基づいた検診や検査を行
います。 
 
◆内　容　 
　　検診：内科、歯科、耳鼻咽喉科、眼科 
　　検査：尿、ぎょう虫、貧血、心電図 
　　対象：幼稚園児、小・中学生 
◆主な経費 
　　学校医等報酬　 　 
　　検診委託料 
 

 
 
 
 
 
 
 

260万円 
161万円 

 

園児・児童生徒健康診断 421万円 

（担当：農林課　農業振興係） 
 
　新規就農される方に、農業を始めてから経営が安定するまで最長５年間、国と町が給付金を給付します。 
 
◆給付金 
　150万円（国）＋50万円（町）／年1世帯あたり 
　（※国→夫婦の場合は、75万円かさ上げ） 
 
 
 
 
 

 
 
 

　　　財　源 
　　町の負担金 
　　国の負担金 

 
 
 
 

550万円 
1,800万円 

（担当：社会生活課　児童福祉係） 
 
　施設の老朽化、多様化する学童保育への需要、地
域交流や子育て支援などの課題に対応するため、城
南児童館城北分館を解体し、児童福祉(学童保育)施
設として建設します。 
　また、災害時などの避難施設としての機能を有す
るとともに、環境対策にも配慮した施設を建設しま
す。 
　○構　　造　木造１階建 
　○建築面積　299.69m2(延べ床面積　289.69m2) 
　○付帯設備　太陽光パネル(5.16KW相当)、 
　　　　　　　パワーコンディショナ(5.5KW)、 
　　　　　　　蓄電池(7.2KWh)、 
　　　　　　　地中熱ヒートポンプ(冷暖房設備)、
　　　　　　　ペレットストーブ１台 
 
　　　財　源 
　　青森県再生可能エネルギー等 
　　　　　導入促進事業費補助金 
　　児童厚生施設等整備費補助金 
　　町の負担金 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4,000万円 
1,510万円 
8,429万円 

 
 

（担当：社会生活課　児童福祉係） 
 
　七戸町の児童が保育所に入所し、保育の実施を行っ
た場合、その保育に必要な経費を町で負担します。 
　七戸町には、社会福祉法人が経営している保育所
が６施設あります。入所児童数は、平成26年３月１
日で508名、他市町村に広域で入所している児童が
10名でした。 
　平成26年度も、同じぐらいの児童の入所が見込
まれています。 
 
◆事業の内容 
　　児童の措置年齢による保育単価に入所児童数
　を乗じて得た額を各保育所に毎月運営費として
　支払います。 
　　　財　源 
　　国庫支出金 
　　県支出金 
　　保護者負担金 
　　町の負担金 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1億5,088万円 
7,544万円 

1億1,174万円 
1億1,441万円 

 

（担当：社会生活課　児童福祉係） 
 
　少子化対策並びに子育て支援の一環として、出生
から中学校卒業までの医療費を給付します。 
　給付方法は、保護者の負担を軽減するため現物給
付を実施しています。 
 
◆要　　件 
　　所得要件　児童手当特例給付所得制限額。 
　　　　　　　（０歳児所得制限なし） 
　　住所要件　対象児童が七戸町に住所を有すること。 
◆対象となる医療費 
　　通院や入院でかかった健康保険適用分の医療
　費自己負担分。 
　　健康保険適用外の医療費並びに入院時の食事
　療養費は給付の対象になりません。 
　　　財　源 
　　県支出金 
　　町の負担金 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

900万円 
4,380万円 

 
 

（10） 平成26年（2014）4月号 

特集 特集 

青年就農給付金 2,350万円 

健 康 ・ 福 祉 の 充 実  

児童福祉施設建設事業 1億3,939万円 

保育所運営費 4億5,247万円 

乳幼児・子ども医療費給付事業 5,280万円 



（担当：健康福祉課　地域包括支援センター） 
 
　地域包括支援センタ－に、保健師・社会福祉士・主
任介護支援専門員を配置し、高齢者の総合相談や介
護予防支援、介護予防事業などを行います。 
　健康な人は状態維持を、介護が必要になるおそれ
のある人は、状態の維持・改善を、要介護状態となっ
た場合も可能な限り、自立した日常生活を営むこと
ができるよう介護予防事業を行っていきます。 
　また高齢者の介護・健康・生活に関する相談をは
じめ、「どこに相談したらいいかわからない」といっ
た事に関しても適切な関係機関へつなぐなど、サー
ビスや制度を紹介し、介護が必要となった方や家族
を介護している方の支援を行います。 
 
◆主な経費 
　　運動機能向上事業委託料 
　　生きがい活動・認知症予防事業委託料 
 
　　高齢者食生活改善事業 
　　介護用品支給費 
　　　財　源 
　　国庫支出金　　　 
　　県支出金　　　　 
　　支払基金負担分　　 
　　介護保険料　　　　 
　　町の負担金　　　　 
 
　　　　　　　　 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

75万円 
 

827万円 
30万円 
132万円 

 
285万円 
142万円 
143万円 
270万円 
224万円 

 
 
 
 
 
 

（担当：健康福祉課　保健係） 
 
　健康増進法やがん対策基本法に基づき壮年期か
らの健康づくりと生活習慣病の予防、早期発見、早
期治療を図り、介護状態に陥らないように予防に主
眼をおいて実施します。 
　また、町の死因の第1位は「がん」となっており、
がんによる死亡を減らすため、がん検診受診率50
％を目標に集団健診において各種がん検診を実施
します。 
 
◆事業の内容 
　　（１）健康手帳の交付 
　　（２）健康教育 
　　（３）健康相談 
　　（４）健康診査 
　　　　特定健診・胃がん検診・肺がん検診・大腸が
　　　　ん検診・前立腺がん検診・子宮がん検診・乳
　　　　がん検診・骨粗しょぅ症検診・歯周疾患検診・
　　　　肝炎ウィルス検診 
　　（５）訪問指導 
◆健診期間 
　　（１）総合健診（天間林保健センター・柏葉館）　 

８月～11月（指定日） 
　　（２）七戸病院人間ドック　　　　　　　　　 

６月～３月（指定日） 
　　（３）歯周疾患検診（町内歯科医院）　　　　　 

６月～12月 
◆主な経費 
　　健康診査等委託料 
　　その他 
　　　財　源 
　　国・県の補助金 
　　受診者負担金 
　　町の負担金 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

6,181万円 
603万円 

 
387万円 
1,359万円 
5,038万円 

 

（担当：健康福祉課　障害福祉係） 
 
　身体、知的発達、精神に障害のある方が自立した日常生活、社会生活を営むことができるよう支援します。 
 
◆主な事業内容 
　・障害者手帳の取得により、各種サ－ビスが受けられます。 
　　　(1) 身体障害者手帳　(2) 愛護（療育）手帳　(3) 精神障害者保健福祉手帳 
　・障害者の手当が受けられます。 
　　　(1) 特別障害者手当　(2) 障害児福祉手当 
　・障害者の能力や適性に応じ、自立した日常生活をお
　　くるための支援事業です。　 
　　　(1) 障害者地域生活支援事業 

相談・生活支援事業・コミュニケ－ション支援
事業・日常生活用具給付事業・地域活動支援セ
ンタ－事業・移動支援事業・日中一時支援事業・
訪問入浴サ－ビス事業・自動車運転免許取得・
改造助成事業・その他生活支援事業 

　　　(2) 補装具購入（修理）事業 
　　　(3) 自立支援医療 
　　　　①更生医療給付費事業②精神通院医療制度③育
　　　　成医療給付事業 
　　　(4) 自立支援給付 
　　　　①居宅介護（ホ－ムヘルプ）②生活介護③自立訓
　　　　練④就労継続支援⑤施設入所支援⑥グル－プホ
　　　　－ム、ケアホ－ム⑦その他　自立支援給付 
 

 
 
 
 
 
 
 

◆主な経費　 
　　障害福祉サ－ビス費など 
　　児童発達支援事業 
　　更生医療給付費 
　　補装具支給事業 
　　日常生活用具給付事業 
　　地域生活支援事業 
　　療養介護医療費 
　　育成医療給付費 
　　福祉事務組合負担金 
　　各種団体補助金 
　　その他事業費 
　　　財　源 
　　国庫支出金　　　 
　　県支出金　　　　 
　　町の負担金 

　　 　　   　 
 

3億3,319万円 
617万円 
1,704万円 
500万円 
500万円 
612万円 
336万円 
20万円 
655万円 
27万円 
595万円 

 
1億8,249万円 
9,310万円 

1億1,326万円 
 

（11） 平成26年（2014）4月号 

特集 特集 

障害福祉事業 3億8,885万円 

地域支援事業 1,064万円 健康増進事業 6,784万円 



（担当：健康福祉課　保健係） 
 
　近年、出生率の低下、核家族化や女性の社会進出
により、子育て環境が大きく変化しています。そう
した状況の中、育児不安の軽減や男性の子育て参加
の促進など、子どもがすこやかに生まれ育つよう、
妊娠期から出産、子育てに関する様々な保健サービ
スを実施します。 
 
◆主な事業の内容 
　(1) 妊婦委託健康診査（医療機関委託） 
　(2) 新生児訪問・未熟児訪問（生後1ヵ月未満） 
　(3) １ヵ月児健診（医療機関委託） 
　(4) ３ヵ月児健診（公立七戸病院委託） 
　(5) 乳児相談（６ヵ月児・12ヵ月児） 
　(6) １歳６ヵ月児健診 
　(7) ２歳６ヵ月児健診 
　(8) ３歳児健診 
　(9) ３歳児精神発達健康診査 
　(10) ５歳児健康相談 
　(11) ５歳児事後指導教室 
　(12) ことばと聞こえの発達相談 
◆主な経費 
　　健康診査委託料　 　 
　　その他経費 
　　　財　源 
　　国庫支出金 
　　県支出金　　　　　　 
　　町の負担金　　　　　　 
　　　　　  
 
 

 
1,129万円 
274万円 

 
44万円 
22万円 

1,337万円 
 

（担当：健康福祉課　保健係） 
 
　感染力が強い病気を広く流行させないために予
防接種を実施します。 
　特に子どもや高齢者は、感染すると肺炎などの合
併症を発症することがありますので、発病予防、重
症化予防のために予防接種は必要とされています。 
　感染力の強い麻しん風しんについては、未接種者
に対して、接種率を高めるために個別通知で再度接
種勧奨をします。 
 
◆予防接種の種類　 
　(1) ＢＣＧ（結核） 
　(2) ポリオ 
　(3) 三種混合（破傷風・百日咳・ジフテリア）  
　(4) 四種混合（破傷風・百日咳・ジフテリア・ポリオ） 
　(5) 麻疹風疹 
　(6) 二種混合（破傷風・ジフテリア） 
　(7) 日本脳炎 
　(8) 高齢者インフルエンザ 
　(9) ヒブ 
　(10) 小児用肺炎球菌 
　(11) 子宮頸がん（がん予防） 
　(12) 後期高齢者肺炎球菌 
◆主な経費 
　　予防接種委託料　 　 
　　その他経費 
　　　財　源　　　 
　　町の負担金　　　　　　 
　　その他の補助金 
 

 
 
 

4,323万円 
95万円 

 
4,393万円 
25万円 

 

（担当：健康福祉課　介護保険係） 
 
　介護保険制度は、40歳以上の方が加入者（被保険者）として保険料を負担し、介護が必要と認定されたとき
は費用の一部（原則１割）を支払ってサ－ビスを利用する制度です。 
　皆さまが納める保険料は、国、県、町の負担金や皆さまが負担するサービス利用料と合わせて、介護保険を
健全に運営していくための大切な財源となります。 
65歳以上（第１号被保険者） 
　…介護や日常生活の支援が必要となったとき要介護（要支援）認定を受けサ-ビスを利用できます。 
40歳以上65歳未満（第２号被保険者） 
　…特定の病気により介護や日常生活の支援が必
　　要になったときサービスを利用できます。 
 
◆主な経費 
　　介護給付費 　 　 
　　介護認定審査費 
　　認定調査費 
　　　 
 

  
22億4,537万円 

890万円 
1,336万円 

　 
 

 
5億7,377万円 
3億2,437万円 
6億5,419万円 
3億5,489万円 
3億6,041万円 

 
 

　　　財　源 
　　国庫支出金 
　　県支出金　　　　　　 
　　支払基金負担分 
　　保険料 
　　町の負担金　　　　　　 
　　　　　  
 

（12） 平成26年（2014）4月号 

特集 特集 

母子保健事業 1,403万円 予防接種事業 4,418万円 

介護保険事業 22億6,763万円 

（担当：総務課　行政係） 
 
　町には、82の常会と42の町内会があり、それぞれの代表が、行
例連絡員を務めています。 
　行政連絡員は、町と常会・町内会のパイプ役として、毎月の広
報等行政連絡事項の配布・伝達、地区からの要望の取りまとめや、
意見を町の担当課に報告することが主な業務です。 
 
 
 

◆主な経費 
　　行政連絡員会議報酬 
　　行政連絡員年手当　　 
　　　財　源 

　　町の負担金 
 
 

 
94万円 
328万円 

 

422万円 

 

地域住民参加と行財政改革の推進 

行政連絡員業務 422万円 



（担当：社会生活課　環境衛生係） 
 
　清掃センターでは、ゴミの収集や分別、リサイクル、
燃えるごみの焼却処分を行います。 
　清掃センターの維持管理に必要な経費を負担し
ます。 
 
◆主な経費　 
　　中部上北広域事業組合負担金（清掃センター） 
 
　　　財　源 

　　町の負担金 

 
 
 
 
 
 
 
 

4億5,506万円 
 

4億5,506万円 
 
 

（担当：社会生活課　環境衛生係） 
 
　最終処分場では、燃えないゴミと焼却灰を埋め立
て処分しています。 
　最終処分場の維持管理に必要な経費を負担します。 
 
◆主な経費　 
　　中部上北広域事業組合負担金（最終処分場） 
 
　　　財　源 

　　町の負担金 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

1,055万円 
 

1,055万円 
 
 

（担当：社会生活課　環境衛生係） 
 
　し尿を処理するための設備の維持管理に必要な
経費を負担します。 
 
◆主な経費　 
　　中部上北広域事業組合負担金（衛生センター） 
 
　　　財　源 

　　町の負担金 

 
 
 
 
 
 

6,147万円 
 

6,147万円 
 
 
 

（担当：社会生活課　環境衛生係） 
 
　町内会や常会に対し、ごみ箱製作費用の２分の１、
２万円を上限もしくはゴミ箱の修理費用の２分の１、
１万円を上限に助成しています。 
※いづれも各団体年度内１回まで 
※修理とは足が折れる、底の鉄板が抜け落ちるなど
　使用に耐えない状態、塗装は対象外 
　設置場所の確保や、清掃、ごみ箱の修理は各団体
により行なっています。 
 
◆主な経費　 
　　ゴミ箱設置事業費補助金 
　　　財　源 

　　町の負担金 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

20万円 
 

20万円 

（担当：社会生活課　環境衛生係） 
 
　個人住宅の合併処理浄化槽設置費用に対し補助
金を交付します。 
※対象区域は下水道区域と農業集落排水の対象区
　域以外の区域。 
 
◆主な経費　 
　　合併処理浄化槽設置整備事業費補助金 
 
　　　財　源 
　　国・県の負担 
　　町の負担金 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

1,358万円 
 

678万円 
680万円 

 

（担当：企画調整課　企画調整係） 
 
　自然と共生するまちづくりの実現に向け、環境問題に
ついての町民の意識高揚を図り、自然環境への負荷を軽
減するため、再生可能エネルギー及び省エネルギー機器
などを整備する町民や事業所に対して補助します。 
　交付金額の４分の３は現金で支給し、残りの４分の１は、
町内事業所の活性化を目的として「商品券」で交付します。 
 
 
 
 
 

◆主な経費　 
　　クリーンエネルギー促進事業補助金 
 
　　　財　源 

　　町の負担金 
 
 
 
 
 
 

 
 

400万円 
 

400万円 
 
 
 

（担当：上下水道課　下水道係） 
 
　下水道への加入の促進をするために、各地区の供
用開始日から３年以内に接続された方には１戸当
たり６万円の奨励金を支給します。 
 
◆主な経費　 
　　加入促進奨励金 
 

 
 
 
 
 
 

240万円 
 
 
 
 
 

（13） 平成26年（2014）4月号 

特集 特集 

生 活 環 境 の 整 備  

清掃センターの維持管理 4億5,506万円 最終処分場の維持管理 1,055万円 

衛生センターの維持管理 6,147万円 

ごみ箱設置補助金 20万円 合併処理浄化槽整備事業 1,358万円 

環境保全事業 400万円 

下水道推進事業費 240万円 



（担当：総務課　防災係） 
 
　災害に強い町づくりを進めるため、防災体制の充
実強化を図ります。 
 
◆防災諸費（2億184万円）　 
　・国、県の防災システムと連動し、より早い災害
　　情報の収集、町民への周知などに活用するため
　　の経費です。 
　・大災害時の人命救助活動に使われる防災ヘリ（し
　　らかみ）の要請にかかる経費です。 
　・既存の防災無線（アナログ）の維持経費も含ま
　　れます。また、防災無線デジタル化の整備を図
　　ります。 
　　　財　源 
　　国庫支出金 
　　町の負担金 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1億4,640万円 
5,544万円 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　　　財　源 
　　国庫支出金 
　　町の負担金 
 

（担当：総務課　消防係） 
 
　町民の生命や財産を守るため、災害や救命救急に
備え、すぐに対応できるよう消防車や救急車などの
消防設備を配備しています。 
 
◆常備消防費(2億7,000万円) 
　　消防本部や消防署の人件費、設備費などを常　
備消防費として、中部上北広域事業組合へ負担し　
ています。 
◆非常備消防費(2,062万円)　 
　　消防団員の出動手当、報酬、補償に対する掛金
　などが主な経費です。なお、消防団員は、それぞれ
　自分の職業を持っている地域住民が、「自分たち
　の地域は自分たちで守る」という考えのもと、自
　らの意志で消防団に入団しており、地域で発生し
　た火災の鎮圧や地震・風水害などの各種災害の防
　ぎょ活動はもちろんのこと、行方不明者の捜索や
　災害の予防広報活動など幅広い業務を行ってい
　ます。 
◆消防施設費(463万円) 
　　消火栓や防火水槽、消防団の車輌や屯所など、
　町の消防施設を維持していくための経費です。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

71万円 
2億9,454万円 

 
 
 
 

（担当：企画調整課　企画調整係） 
 
　若者の定住促進を図るため、町内の民間賃貸住宅
に居住する子育て世帯及び新婚世帯に対して、家賃
の一部を補助します。また、転入者の七戸町への定
住の促進を図るため、町内に新築住宅の建設を行う
世帯に対して、住宅建設費の一部を補助します。 
 
◆主な経費　 
　　ヤングファミリー定住支援補助金　 
　　定住促進新築住宅建設補助金　　　 
　　　財　源 

　　町の負担金 
 
 
　若者の定住、交流促進を図るため、青森県と連携
して七戸町の魅力や各種支援制度の情報発信を行
います。また、首都圏の若者を町へ招いて交流イベ
ントを実施します。 
◆主な経費 
　　交流イベント開催費（夏・冬年２回開催）　 
 
　　　財　源 

　　町の負担額　　　 

（担当：建設課　建設係） 
 
　町では、５月１日以降に住宅の新築及びリフォー
ムを町内の登録施工業者と契約し着工する方に対
して、補助金を交付します。 
 
◆事業の内容 
　　産業活性化住宅新築リフォーム 
　　　　　支援事業補助（町単独補助） 
　　応募多数の場合は抽選になります。 
　　この事業は、平成26年度（単年度）事業です。 
　　　財　源 

　　町の負担金 

 

（担当：建設課　住宅係） 
 
　町営住宅18団地（264戸）を維持管理し、家賃など
の徴収、入退去の手続きなどを行います。 
 
◆主な経費　 
　　修繕料 
　　工事費 
　　その他経費 
　　解体工事費 
　　 

 
 
 
 
 
 
 
 

200万円 
120万円 

 

320万円 

 

 

 

 
 
 

248万 
 

248万円 
 

 
 
 
 
 
 
 

1,000万円 
 
 
 

1,000万円 
 

 
 
 
 
  

100万円 
 240万円 
306万円 
 200万円 

 
 
 

（14） 平成26年（2014）4月号 

特集 特集 

防災対策費 2億184万円 消防費 2億9,525万円 

定住促進事業 　568万円 住宅新築リフォーム支援事業 1,000万円 

町営住宅の管理など 846万円 



（担当：学務課　学校教育係） 
 
　幼稚園児、児童生徒の不慮の事故に備えて、独立
行政法人日本スポーツ振興センターと災害共済給
付契約を結び、学校等の管理下において、幼稚園児、
児童生徒が災害にあった場合、治療費や見舞金の給
付を行います。 
　設置者と保護者が掛金を負担しています。 
 
◆主な経費 
　　独立行政法人 
　　　日本スポーツ振興センター掛金 
　　　財　源 
　　町の負担金　　 
　　保護者負担金　 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

108万円 
 

63万円 
45万円 

（担当：学務課　学校教育係） 
 
　経済的理由により、就学困難と認められる児童生
徒の保護者に対して、給食費、学用品費等を援助し
ます。 
　また、軽度の障害を持つ児童生徒が、特別支援学
級へ通う時の通学用品費等の援助を行います。 
 
◆主な経費 
　　特別支援教育奨励費 
　　学用品費等 
　　　財　源 
　　国の補助金 
　　町の負担額 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

30万円 
663万円 

 
6万円 

687万円 
 

 
 
 
 
 
 
 

775万円 
14万円 
5万円 
22万円 

 

（担当：学務課　学校教育係） 
 
　幼児や児童生徒に英語に接する機会を提供し、英
語教育の充実と国際理解教育の推進を図るため、２
名の外国語指導助手（ALT）を町内幼稚園、小・中学校、
保育園へ派遣します。 
 
◆主な経費 
　　外国語指導助手の報酬 
　　外国青年招致事業人員割会費 
　　外国青年招致事業傷害保険負担金 
　　その他消耗品費等 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

40万円 
2万円 

 

（担当：学務課　学校教育係） 
 
　学校教育の分野で文化・スポーツ活動等の振興に
寄与した幼稚園児、児童生徒、教職員を表彰します。 
 
◆対象 
　　七戸幼稚園の園児 
　　町内の小・中学校の児童生徒 
　　県立三本木高等学校附属中学校の生徒 
　　県立七戸養護学校の児童生徒 
　　町内の教育施設に従事している教職員 
◆主な経費 
　　教育奨励賞記念品 
　　消耗品費 
 

 
 
 
 
 
 
 
  

1,560万円 
142万円 

 

（担当：学務課　学校教育係） 
 
　普通学級に在籍し、学習障害（LD）や注意欠陥多
動性障害（ADHD）、自閉症などの障害から、特別な
支援を必要とする児童生徒の学習指導、安全確保、
生活指導等の支援を行うため、小学校に８名、中学
校に５名特別支援教育支援員を配置します。 
 
◆主な経費 
　　特別支援教育支援員報酬 
　　特別支援教育支援員費用弁償 

 
 
 
 
 
 
 

384万円 
40万円 

 

（担当：学務課　学校教育係） 
 
　生徒の悩みや不安などの解消を図るとともに、い
じめや不登校の未然防止、早期発見、早期対応と、学
校の教育活動支援のため小学校に２名、中学校に２
名の学校生活相談員を配置します。 
 
◆主な経費 
　　相談員謝礼 
　　相談員費用弁償 
 

 
 
 
 
 
 
 

2,117万円 
 

（担当：学務課　学校教育係） 
 
　遠距離通学の児童生徒に対し、スクールバスを運
行します。 
 
◆内　　容 
　　スクールバス４台（専用） 
◆主な経費 
　　運行業務委託料 
 

 
 
 
 
 
 
 

109万円 
 

（担当：学務課　学校教育係） 
 
　スクールバスを安全に運行することができるよ
うに、維持管理を行います。 
 
◆内　　容 
　　スクールバス４台（専用） 
◆主な経費 
　　車検代など 

（15） 平成26年（2014）4月号 

特集 特集 

スポーツ振興センター掛金 108万円 

教 育 ・ 文 化 の 充 実  

就学援助事業 693万円 

外国語指導助手派遣事業 816万円 教育奨励賞 42万円 

特別支援教育支援員配置事業 1,702万円 学校生活相談員配置事業 424万円 

スクールバス運行事業 2,117万円 スクールバスの維持管理 109万円 



（担当：学務課　学校施設係） 
 
　校舎の耐震補強を行うとともに、老朽化した校舎
の改修工事を行うための実施設計を行います。 
 
◆主な経費 
　　実施設計業務委託料 
 

 
 
 
 
 

693万円 
 
 

 
 
 
 
 

30名 
 

150万円 
 

（担当：学務課　総務係） 
 
　七戸町民で、七戸町内の中学校第3学年に在学し、
平成26年度に高等学校・高等専門学校へ進学する
者で、学業優秀な者に対し、奨学金を授与します。 
 
◆予定人員 
◆主な経費 
　　奨学金 
 
 

 
 
 
 
 
 

4,598万円 
 599万円 
1,229万円 
59万円 

 

（担当：学務課　学校施設係） 
 
　天間林地区で計画している天間館中と榎林中の
統合に際し、校舎の新築及び外構工事等のための実
施設計を行います 
 
◆主な経費 
　　校舎新築工事実施設計業務委託料 
　　地質調査業務委託料 
　　外構工事実施設計業務委託料 
　　その他 
 

 
 
 
 
 
 
 

 200万円 
 

（担当：学務課　学校教育係） 
 
　小・中学校の部活動で、県大会以上の大会へ参加
する場合の遠征費を補助します。 
 
◆内　　容 
　　大会参加費、交通費、宿泊料の一部補助 
◆主な経費 
　　補助金 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

5,902万円 
 

（担当：学務課　学校教育係） 
 
　町内、町外からの定住促進や、児童生徒の保護者
の経済的負担を軽減することにより、安心して子ど
もを生み育てやすい環境づくりを支援するため、学
校給食費を全額補助します。 
 
◆内　　容 
　　小・中学校学校給食費の全額補助 
◆主な経費 
　　給食費援助費 
 

 
 
 
 
 

464万 
517万円 
4,761万円 

 
1,822万円 
3,920万円 

 

（担当：学務課　学校施設係） 
 
　小・中学校で吊り天井を有する屋内運動場の落下
防止対策を実施します。 
 
◆主な経費 
　　小学校費　設計委託料 
　　中学校費　設計監理委託料 
　　工事費 
　　　財　源 
　　町の負担金　　　　 
　　国の負担金　　　　 
 

 
 
 
 

1,970万円 
 

（担当：学務課　学校教育係） 
 
　スクールバスの老朽化に伴い、バスを購入します。 
 
◆主な経費 
　　スクールバス購入費 
 

 
 
 
 
 
 

1,438万円 
 

（担当：学務課　学校教育係） 
 
　町では「確かな学力の定着」と「生徒指導の充実」
を図るため、町独自に臨時教員を採用し学校に配置
するものです。 
 
◆主な経費 
　　給与、各種保険など 
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特集 特集 

天間東小学校校舎耐震補強・大規模改造事業 693万円 教育福祉援助基金事業 150万円 

天間林地区中学校統合関連事業 6,485万円 

児童生徒対外遠征費補助 200万円 学校給食費援助事業 5,902万円 

屋内運動場天井等落下防止対策事業 5,742万円 

スクールバス購入事業 1,970万円 町費負担臨時教員採用事業 1,438万円 

(担当：生涯学習課　社会教育係） 
 
　安全安心な子どもの居場所づくりと、放課後や週
末における各種体験活動の充実を図るため放課後
子ども教室を町内４小学校区で実施します。         
　さらに、家庭の教育力向上を図るため、町内の保
育園や子育て支援センター、小・中学校において家
庭教育講座を実施します。         
 
 

◆主な経費 
　　教育活動サポーター等謝礼 
　　家庭教育講座講師謝礼 
　　各種ボランティア活動等推進経費 
     　財　源    
　　町の負担金 
　　国・県の負担金 
 

 
236.1万円 
66.4万円 
28.3万円 

 
330.8万円 
167.7万円 

 

学校・家庭・地域の連携協力推進事業 498.5万円 



（担当：中央図書館） 
 
　図書館の蔵書充実や各種集会行事による利用促
進など、図書館運営に必要な事務経費や、蔵書管理
にかかる施設整備費です。 
 
◆主な経費 
　　図書購入費 
　　講座講師料・図書館協議会委員報酬等 
　　その他経費 
　　　財　源 

　　町の負担金 
 
 

 
 
 
 
 
 

55万円 
 

55万円 
 
 

（担当：七戸中央公民館） 
 
　子どもから高齢者まで、生活環境の変化やニーズ
に対応した学習の場として、各種講座を開催します。 
（各種講座　９講座） 
 
◆主な経費 
　　講師謝礼 
　　　財　源 

　　町の負担金　　　　 

 

 
 
 
 
 
 
 

69万 
7万 
 

76万円 
 
 

（担当：七戸南公民館） 
 
　地域住民の知識、教養を高め、健康増進を図り、心
豊かで潤いのある生活ができるように、各種講座を
設定します。 
（公民館講座・柏葉大学など） 
 
◆主な経費 
　　講師謝礼 
　　費用弁償 
　　　財　源 

　　町の負担金　　　　 

 

 
 
 
 
 

54万円 
26万円 

 

80万円 
 
 

 
 
 
 
 

50万円 
31万円 
95万円 

 

176万円 
 
 

（担当：七戸中央公民館） 
 
　自主的な芸術、文化活動のため、育成・支援をしま
す。 
 
◆主な経費 
　　事業運営費 
　　団体運営交付金（51団体） 
　　　財　源 

　　町の負担金　　　　 

 

特集 特集 
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図書館の運営 176万円 

中央公民館講座 55万円 

南公民館講座 76万円 

七戸町文化協会補助事業 80万円 

（担当：生涯学習課　文化振興係） 
 
　鷹山宇一記念美術館の指定管理委託料です。鷹山
宇一の制作した絵画作品ならびにスペイン陶器を
はじめ七戸町にゆかりのある美術工芸品および資
料の収集、保存ならびに公開活用を行ないます。あ
わせて公益財団法人鷹山宇一記念美術振興会に施
設管理なども委託します。 
　芸術、文化および教育の振興に努めます。     
 
◆主な経費 
　　鷹山宇一記念美術館維持管理委託費 
 
　　　財　源 

　　町の負担金　　 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2,350万円 
 

2,350万円 

 

（担当：生涯学習課　文化振興係） 
 
　鷹山宇一の画業を顕彰するとともに､新しい時代
を担う子供たちに製作体験をとおして豊かな感性
を養い、自由な創造の喜びを味わってもらえたらと
の願いで開催します。この事業は公益財団法人鷹山
宇一記念美術振興会に委託します。募集先は県内全
域の小・中学校です。         
 
◆主な経費 
　　鷹山賞児童作品展開催事業 
　　　財　源 

　　町の負担額 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

50万円 
 

50万円 

 

美術館の維持管理  2,350万円 鷹山賞児童作品展開催委託事業 50万円 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

140万円 
 
 

（担当：生涯学習課　文化財保護係） 
 
　国の史跡指定を受けている「七戸城跡」で土地の公有化した部分の維持管理を行います。         
　昭和60年度から国の補助金を受けて買い上げした土地の全体を春、夏、秋にかけて草刈りを行います。春
のつつじ祭りなどは観光客が多くそれに合わせた草刈り、夏は夏休みを利用して訪れる観光客、およびお盆
で帰省される町民のための草刈りなどです。 
　七戸城跡は広く、その広大な中でもそれぞれの空間があり、花菖蒲園や山つつじ園など整備しており、その
整備している部分をはじめ、未整備部分は草刈りを年３回ほど行い、さらに団体などの見学があるときには、
散策路の草刈りなども行います。         
 
◆主な経費 
　　委託料 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

140万円 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
　　　財　源 

　　町の負担金　　 
 
 

史跡七戸城跡維持管理 140万円 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

143万円 
 

143万円 
 

（担当：生涯学習課　スポーツ振興係） 
 
　次代を担う子どもたちのスポーツの普及と健全
育成を図るため、スポーツ少年団に加盟している団
体に対し、指導者への報酬や、練習場所への移動に
係る経費などに補助します。 
 
◆主な経費 
　　①基本額　【３万円×団体数(18団体)】 
　　②人数割　1～10人を10,000円 
　　　　　その他5人刻み上限70,000円 
　　補助金額①＋② 
　　　財　源 
　　町の負担金　　　　 
 

 
 
 
 
 
 
 

1,750万円 
1,740万円 
1,325万円 
3,441万円 
741万円 

 
8,997万円 

 
 

（担当：生涯学習課　スポーツ振興係） 
 
　皆さまのスポーツ活動の場として利用されてい
る体育施設の維持管理費用です。 
　皆さまが利用しやすい施設となるよう管理運営
を行います。 
 
◆主な経費 
　　体育館等維持管理費 
　　運動公園維持管理費 
　　プール維持管理費 
　　修繕料、工事費など 
　　その他経費 
　　　財　源 
　　町の負担金　　　　 
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子どもスポーツ振興事業費補助金 143万円 体育施設の維持管理 8,997万円 

（担当：世界遺産対策室） 
 
　七戸町は「北海道・北東北の縄文遺跡群」を世界文
化遺産に登録するプロジェクトに参加しています。         
　縄文遺跡群は北海道・青森県・岩手県・秋田県の
18の国史跡で構成されており、七戸町にある二ツ
森貝塚もまた貴重な情報を有する遺跡として、構成
資産の１つになっています。         
 
 

 
 
 
 
 

35万円 
 

35万円 
 

◆事業内容 
　　世界遺産登録推薦書案を作成するための 

　　　検討会議の開催 
　　二ツ森貝塚保存管理に向けた組織の設立 
◆主な経費 
　　世界遺産登録推薦書案作成事業 
　　　財　源 
　　町の負担金　　 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

46万円 
 

46万円 
 

（担当：世界遺産対策室） 
 
　二ツ森貝塚史跡公園の維持管理を二ツ森貝塚遺
跡保存協力会に委託して維持管理しています。主に
竪穴住居の燻蒸、トイレ清掃、草刈りなどを行って
います。         
　平成10年の国指定を受けてから維持管理を継続
してお願いしています。         
 
◆主な経費 
　　委託料 
　　　財　源 
　　町の負担金　　 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

33万円 
 

33万円 
 
 

（担当：生涯学習課　文化財係） 
 
　七戸町に残る無形文化財である神楽の後継者育成、
普及、発表会ならびに町内外のイベントへの参加に
務めております。 
　当町11団体の神楽保存会が自主的に活動が維持
できるように、町からその財源の一部を補助し各保
存会活動の維持を支援しています。  
 
◆主な経費 
　　町補助金 （１団体３万円） 
　　　財　源 
　　町の負担金　　 
 

縄文遺跡群世界文化遺産登録推進事業 35万円 

史跡二ツ森貝塚公園管理 46万円  町郷土芸能保存会への支援 33万円 

 
 
 
 
 
 

910万円 
966万円 
120万円 
225万円 

 
313万円 
1,908万円 

 
 

（担当：生涯学習課　スポーツ振興係） 
 
　宿泊研修施設ふれあいセンター、屋内スポーツセ
ンターおよび公園内にある遊具施設など、皆さまが
安全に安心して利用できるよう管理運営を行います。 
 
◆主な経費 
　　燃料、電気などの光熱水費 
　　夜間、休日、機械などの管理経費 
　　修繕料、工事費 
　　その他経費 
　　　財　源 
　　使用料収入　　　　  
　　町の負担金　　　 
 
 
 

中央公園の維持管理 2,221万円 
（担当：生涯学習課　スポーツ振興係） 
 
　町民の体力向上、体育の振興および奨励を目的と
し、加盟団体ならびにスポーツ少年団の強化育成や
各種大会への参加、体育・スポーツに関する大会な
どを開催しています。町ではこれらの活動を支援す
るため、運営費を補助します。 
 
◆主な経費 
　　加盟団体活動費補助 
　　スポーツ少年団活動費補助 
　　大会開催経費（委託事業） 
　　選手派遣費、選手強化費 
　　その他事務経費 
　　　財　源 
　　町の負担金　　　　 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

123万円 
70万円 
204万円 
97万円 
26万円 

 
520万円 

 
 
 

体育協会への補助 520万円 



（担当：七戸中央公民館） 
 
　婦人の社会的地位の向上と、婦人活動の支援をし
ます。（９婦人会） 
 
◆主な経費 
　　事業運営費 
　　運営交付金（180人） 
　　　財　源 
　　町の負担金　　 

 
 
 
 
 

31万円 
9万円 

 
40万円 
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七戸町連合婦人会補助事業 40万円 

連 携 ・ 交 流 の 推 進  

 
 
 
 
 

58万円 
 

58万円 
 
 

（担当：七戸中央公民館） 
 
　社会の一員となる自覚と責任を持ち、町の将来を
担う新成人を祝うため開催します。 
 
◆主な経費 
　　成人式記念品など 
　　　財　源 
　　町の負担金　　　　 
 

成人式 58万円 

 
 
 
 
 
 

60万円 
 

60万円 
 
 

（担当：生涯学習課　スポーツ振興係） 
 
　七戸町民スポーツレクリエーション祭～スポー
ツギネスチャレンジIN七戸～の開催経費を、主管す
るスポーツ推進委員協議会に補助しています。 
 
◆主な経費 
　　レクリエーション祭開催経費 
　　　財　源 
　　町の負担金　　　　 
 

 
 
 
 
 
 
 

80万円 
 

80万円 
 
 
 
 

（担当：生涯学習課　スポーツ振興係） 
 
　毎年９月の第１日曜日に行われている県民駅伝
競走大会に出場する選手の強化トレーニングや試
走会にかかる経費を、県民駅伝競走大会七戸町実行
委員会に補助しています。 
 
◆主な経費 
　　大会事業費補助金 
　　　財　源 
　　町の負担金　　　　 
 

町民スポーツ交流会運営費補助金 60万円 県民駅伝競走大会への補助 80万円 
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保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り 
保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り 
保
健
だ
よ
り 

   

　
健
康
福
祉
課 
☎
６
８
ー
４
６
３
１ 

 

◎
小
児
の
予
防
接
種
の 

お
知
ら
せ 

 

　
町
で
は
、
予
防
接
種
法
に
基
づ
き

予
防
接
種
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
対

象
者
に
は
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
個
別
の
通
知
に
て
ご
確

認
く
だ
さ
い
。 

                      

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
と 

小
児
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は 

定
期
接
種 

 

　
平
成
25
年
４
月
１
日
よ
り
、
ヒ
ブ

ワ
ク
チ
ン
と
小
児
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
は
、
定
期
予
防
接
種
と
な
り
ま

し
た
。 

　
接
種
を
開
始
す
る
月
齢
に
よ
り
接

種
回
数
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
５
歳
未
満
の
子
ど
も

が
対
象
と
な
り
ま
す
。 

（
図
１
・
図
２
参
照
） 

                      

四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
は 

生
後
３
か
月
か
ら
接
種
可
能 

 

　
四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
は
、
ポ
リ
オ

ま
た
は
三
種
混
合
の
予
防
接
種
を
１

回
も
受
け
て
い
な
い
方
が
対
象
と
な

り
ま
す
。
７
歳
６
か
月
未
満
の
子
ど

も
が
対
象
と
な
り
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
図
３
参
照
） 

                          

 

◎
平
成
26
年
４
月
よ
り 

多
子
軽
減
措
置
が
導
入
さ
れ
ま
す 
 

　
兄
・
姉
が
保
育
所
に
通
所
し
て
い

る
障
害
児
を
お
持
ち
の
方
の
児
童
発

達
支
援
、
医
療
型
児
童
発
達
支
援
、

保
育
所
等
訪
問
支
援
の
利
用
に
係
る

利
用
者
負
担
を
引
き
下
げ
ま
す
。 

（
※
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
対

象
外
） 

                        

                                   

上十三保健所健康相談等日程 
 
　利用される方は受付時間を厳守してください。また、HI  
V（エイズ）、Ｂ型及びＣ型肝炎検査、精神保健関係のご相談は予約
をしてご利用ください。  

〈場　所〉　上十三保健所　〈問合せ〉　☎23－4261 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
※HIV（エイズ）、Ｂ型及びＣ型肝炎検査の結果は、後日に来所していた
だいて説明いたします。 
 

 
 

●図1　ヒブワクチンの接種スケジュール 

 

●図2　小児の肺炎球菌ワクチンの接種スケジュール 

 

●図3　四種混合ワクチンの接種スケジュール 

（三種混合ワクチンと不活化ポリオワクチン共通） 

  

 

献 血 の お 知 らせ   
 
　献血は、健康であれば最も身近
にできるボランティアです。多く
の方のご協力をお願いします。 

実　施　日　４月24日（木） 

場所・時間　役場七戸庁舎 
　　　　　　午前９時30分～12時 

　　　　　　七戸警察署 
　　　　　　午後１時30分～４時 

【　注　意　】 
定期予防接種は、町
に住民登録がある子
どもが対象です。町
が委託している町内
の医療機関へ保護者
が各自で予約をし、 
接種を受けてくださ
い。 
 

月　日 
4．  3（木） 
4．14（月） 
4．  3（木） 
4．14（月） 
4．  3（木） 
4．14（月） 
 

4．23（水） 
 
 
4．16（水） 
 
4．15（火） 
 

種 　 別  

結核接触者健診 

ＨＩＶ(エイズ) 
に関する相談 

Ｂ型及びＣ型 
肝炎検査 

 

療育相談 
 
 
精神保健福祉相談 
 
女性健康相談 
 
 
 
 
 

受 付 時 間  

 9：00～11：00 
 

13：00～14：00 
 

13：00～14：00 

継続 
9：30～10：30 
新規 
10：30～11：00 

13：00～14：00 
 

10：00～10：30 
 

対 象 な ど  

結核患者接触者 
 
希望者 

県内市町村に住所を有し、過去に
検査を受けたことがない希望者 
 

発達が心配な乳幼児 
 
 
精神・神経・飲酒などの相談 
 
思春期から更年期までの女性 
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▲七戸町・生活協同組合コープあおもり・　　　　　　　 
　　　　生活協同組合とわだによる協定書取り交わし式 

 
▲人生を振り返り、出会いの大切さについて語る太田幸司さん 

 

 

 

 

 

 

 

　町文化協会（立崎庸夫会長）主催の毎日放送プロ野

球解説者太田幸司講演会が、柏葉館で行われました。

　太田さんは、高校３年生の夏の甲子園で決勝まで進

出し、延長18回引き分け再試合の名勝負を演じた後、

近鉄バファローズなどプロ野球でも活躍。現在は野球

解説者として活動しています。 

　講演では甲子園やプロ野球の話を交えながら、「還

暦を迎え、さまざまな人との出会いがあって自分の人

生がある。出会いに感謝している」と話していました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　町と生活協同組合コープあおもり、生活協同組合と

わだは、「高齢者等見守りの取り組み」に関する協力

協定を取り交わしました。この活動は、高齢者や障害

のある方に対して、３者が連携して訪問活動などを通

じて見守ることで、安心して自立した生活を営むため

の支援を目的にしています。 

　市町村単位で協定を締結したのは、県内で七戸町が

初めて。小又町長は「高齢化率が高くなっているので、

連携していい方向に進めていきたい」と話しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三沢高校で甲子園準優勝投手 

　太田幸司さん講演会 

 

町と生協が高齢者等 

見守り活動の協定を締結 

 

３ 
16

３ 
17
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す め お す 図 文 芸 欄 書 情 報 

■４月の休館日…24日（木）、29日（火） 

■問 合 せ 先…中　央　図　書　館  ☎62－2119 
　　　　　　　　中央公民館図書室  ☎68－2920 
　　　　　　　　http://town.shichinohe.lg.jp（蔵書検索できます） 
 

  

雪
解
け
て
九
十
歳
の
母
一
歩 

高
田
亮
子 

東
風
呼
ば
ん
黄
色
の
シ
ャ
ツ
に
お
酒
落
し
て 

梅
村
久
子 

酔
ひ
ざ
め
に
大
き
な
碗
の
蜆
汁 

　
工
藤
敦
子 

  

東
風
吹
け
ば
ス
ル
メ
を
噛
る
コ
ッ
プ
酒 

森
野
弘
美 

ひ
な
祭
孫
よ
り
ひ
な
菓
子
手
渡
さ
れ 

新
田
純
治 

漢
一
人
舟
傾
げ
て
は
若
布
採
る 

　
田
美
津
子 

  

車
間
距
離
取
れ
と
助
手
席
助
言
す
る 花

子 

織
女
彦
星
逢
瀬
一
夜
の
天
の
川 

正
十
四 

墓
参
り
親
と
の
距
離
を
縮
め
て
る 

征
治 

 

  

　
七
戸
群
青
短
歌
会 

 

鬼
は
外
は
し
ゃ
ぎ
て
ま
わ
る
園
児
ら
の 

　
　
お
面
は
手
描
き
個
性
あ
ふ
る
る 

つ
ま
子 

軒
下
で
チ
ッ
チ
、
チ
ッ
チ
と
鳴
く
雀 

　
　
も
う
少
し
だ
よ
春
は
す
ぐ
そ
こ 璋
子 

裏
山
の
雉
子
あ
ら
わ
れ
て
雪
の
庭 

　
　
ふ
い
に
飛
び
立
つ
足
跡
残
し
て 美
沙 

保
育
園
に
豆
ま
く
孫
は「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん 
　
　
元
気
で
い
て
ね
」
節
分
日
和
り 美
沙 

  

天
間
林
短
歌
会 

 

雪
の
舞
ふ
出
で
湯
に
ひ
と
り
身
を
し
づ
め 

　
　
う
な
り
て
み
た
り
ひ
ば
り
の『
柔
』 

哘
崎
ア
イ
子 

忘
れ
物
な
い
か
と
子
ら
を
見
送
り
て 

　
　
今
度
の
帰
省
を
思
ひ
ゐ
る
か
な 

高
田
洋
子 

天
女
と
も
紛
ふ
ば
か
り
の
顔
の 

　
　
妖
し
げ
な
る
か
な
観
音
菩
薩 

佐
藤
悠
一 

日
課
な
る
庭
の
雪
か
き
す
る
度
に 

　
　
春
早
よ
来
い
と
空
見
あ
げ
ゐ
る 

原
信
子 

《
俳
　
　
　
　
句
》 
《
川
　
柳
》「 

離
れ
る 

」 

《
短
　
　
　
　
歌
》 

 

 

 

約束の海 
 
 
 
 
 
 
ＮＨＫ連続テレビ小説 
　　　ごちそうさん レシピブック 
 

 
 
 
 
いっしょにアんべ！ 

 

 

 
 
 
 
 
 
死ぬ前に言っとこ 

 

 
 
 
 
 
ラブ・オールウェイズ 

 

 
 
 
 
 
むすんでひらいて 
 

／山崎　豊子（著） 
海上自衛隊の潜水艦と釣り船が衝突。若き士官を
襲う過酷な試練。その父は昭和16年、真珠湾に出撃
して－。時代に翻弄され、抗う父子100年の物語が
いま始まる。未完の遺作を加筆・修正し単行本化。 
 

 
巨大オムレツ、赤茄子ご飯、スコッチエッグ、とろろ
納豆餡の袋揚げ…。ＮＨＫ連続テレビ小説「ごちそう
さん」の第1～13週のレシピの中から、ストーリーの
鍵を握るもの、現場で好評だったものなどを紹介。 
 

 
／高森美由紀（作）・ミロコマチコ（絵） 

震災孤児の有田と同居することになった５年生の
ノボル。お互いの心の傷、悲しみに気がつくが…。 
三戸町在住の著者による初の児童書。 
 

／淡路　恵子 
萬屋錦之介から死後にもらったメモ、自死した息
子からの電話、借金、そして芸能界のこと…。女優
淡路恵子が死の直前まで出版を用意していた、最
期のメッセージ。しわくちゃになるまで生きてき
た「本当の人生」を語る。 

／小手鞠るい 
ふっと君が消えてしまうんじゃないかと思ってー。
涙がでるほど恋してる。急逝した絵本作家・伊藤正
道の遺作と共に贈る、20年にわたって恋人たちが
書き紡いだ物語。『FeelLove』連載を単行本化。 
 

／新井　洋行 
むすんで ひらいて てを うって むすんで また ひ
らいて てを うって そのてを…。だれもが知って
いる「むすんでひらいて」の歌を、猫と不思議な生
きものとの愉快なやりとりで表現した、楽しい絵本。 
 

【中央図書館】 

【中央公民館図書室】 

か
ん
ば
せ 
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３
月
31
日
・
４
月
１
日
付
け
で
職

員
の
人
事
異
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

（
カ
ッ
コ
内
は
旧
所
属
・
旧
職
名
） 

  

退
職
関
係
（
平
成
26
年
３
月
31
日
付
） 

 ●
江
渡
　
慶
子 

●
小
原
　
信
明 

●
鳥
谷
部
　
宏 

●
天
間
　
　
勤 

●
天
間
　
一
二 

●
森
田
　
耕
一 

●
大
村
　
清
隆 

●
神
山
　
俊
男 

●
田
中
恵
美
子 

●
工
藤
　
靖
子 

●
蛯
澤
　
栄
子 

●
花
松
眞
智
子 

●
杉
村
　
典
子 

●
船
水
　
弘
子 

●
天
間
　
久
子 

●
苫
米
地
友
子 

●
鳥
谷
部
弘
子 

●
小
又
久
美
子 

●
附
田
加
代
子 

●
関
根
裕
太
郎 

  

派
遣
関
係
（
平
成
26
年
４
月
１
日
付
） 

 

●
渡
部
喜
代
志 

社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長 

　
　
　（
生
涯
学
習
課
長
・ 

世
界
遺
産
対
策
室
長
兼
務
） 

  

新
採
用
関
係
（
平
成
26
年
４
月
１
日
付
） 

 

●
武
藤
　
皓
子 

●
附
田
　
浩
基 

●
冨
浦
　
奨
平 

●
荒
川
　
辰
徳 

●
　
田
　
夏
季 

●
田
嶋
　
友
希 

●
櫻
田
　
佳
子 

●
附
田
　
祐
輔 

●
田
原
　
千
鈴 

●
千
葉
　
愛
華 

  

昇
任
関
係
（
平
成
26
年
４
月
１
日
付
） 

 

●
天
間
　
孝
栄 

 
●
原
田
　
秋
夫 

 

●
田
嶋
　
史
洋 

 

●
加
藤
　
　
司 

 

●
中
野
　
昭
弘 

  

●
小
山
　
彦
逸 

 

●
　
田
　
浩
一 

 

●
田
中
　
健
一 

 

●
附
田
　
真
治 
 

●
相
馬
　
和
徳 
 

●
町
屋
　
淳
一 

 

●
桜
田
　
惠
子 

 

●
佐
々
木
和
博 

 

●
井
上
　
　
健 

 

●
田
村
　
教
男 

 

●
庭
田
　
葉
子 

 

●
西
野
　
勝
夫 

 

●
蛯
澤
　
久
子 

 

●
三
上
　
義
也 

 

●
増
田
　
裕
子 

 

●
西
野
　
政
彦 

 

●
大
池
　
謙
嗣 

 

●
中
村
　
大
樹 

 

●
古
屋
敷
　
博 

 

●
上
原
子
　
敦 
 

●
澤
田
　
秀
樹 
 

●
手
代
森
俊
彦 

 

●
中
村
　
憲
之 

 

●
上
原
子
洋
子 

 

●
金
沢
　
隆
洋 

 
●
佐
藤
　
怜
美 

 

●
天
間
　
雄
紀 

 

●
中
村
　
真
理 

 

●
仁
和
　
瑞
妃 

  

　 配
置
換
関
係
（
平
成
26
年
４
月
１
日
付
）  

課
長
級 

●
町
屋
　
　
均 

 

●
木
村
　
正
光 

  

●
山
谷
　
栄
作 

  
 

課
長
補
佐
級 

●
八
嶋
　
昭
子 

 

●
岡
田
　
　
晋 

 

●
仁
和
　
圭
昭 

 

●
附
田
　
良
亮 

  

総
括
主
幹
級 

●
深
堀
美
津
子 

 

●
向
中
野
洋
人 

 

●
高
田
美
由
紀 

 

●
中
村
　
陽
一 

 

●
山
谷
理
智
子 

 

●
田
中
美
代
子 

 

●
高
橋
　
敦
子 

 

●
檜
山
る
み
子 

 

●
天
間
　
節
子 

 

●
小
又
　
桂
子 

  

主
幹
級 

●
豊
川
　
直
樹 

 

●
小
林
　
義
和 

 

●
蛯
沢
　
克
哉 

 
●
原
子
　
慎
也 

  

●
天
間
　
桂
子 

 

●
乙
供
　
信
子 

 

●
桜
庭
　
総
明 

 

●
中
村
　
哲
也 

 

●
佐
々
木
祐
一 

 

●
工
藤
　
純
一 

 

●
天
間
　
正
子 

 

●
今
泉
今
日
子 

 
 

主
任
主
査
級 

●
八
嶋
　
靖
希 

 

●
中
村
　
彰
悟 

  

主
査
級 

●
中
村
　
美
佳 

 
 

主
事
級 

●
蛯
名
　
政
智 

 

●
勝
田
　
匡
平 

 

●
七
尾
真
奈
美 

 

●
西
野
　
康
平 

 

●
二
宮
　
　
渉 

 

●
簗
田
　
貴
徳 

 

●
中
嶋
　
正
弥 

   

職
員
人
事
異
動 
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（
会
計
管
理
者
・
会
計
課
長
） 

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
） 

（
支
所
長
・
庶
務
課
長
） 

（
財
政
課
長
） 

（
上
下
水
道
課
長
） 

（
町
民
課
長
） 

（
七
戸
町
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長
） 

（
税
務
課
長
） 

（
城
南
児
童
館
長
補
佐
） 

（
七
戸
幼
稚
園
長
補
佐
） 

（
中
央
公
民
館
長
補
佐
） 

（
社
会
生
活
課
長
補
佐
） 

（
建
設
課
長
補
佐
） 

（
庶
務
課
長
補
佐
） 

（
城
南
児
童
館
総
括
主
幹
） 

（
城
南
児
童
館
総
括
主
幹
） 

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
技
能
主
事
） 

（
城
南
児
童
館
総
括
主
幹
） 

（
城
南
児
童
館
総
括
主
幹
） 

（
建
設
課
主
事
補
） 

   

        

 

総
務
課
主
事 

企
画
調
整
課
主
事 

税
務
課
主
事 

町
民
課
主
事 

健
康
福
祉
課
主
事 

建
設
課
主
事 

商
工
観
光
課
主
事 

社
会
生
活
課
主
事
補 

農
林
課
主
事
補 

学
務
課
主
事
補 

     

財
政
課
長（
学
務
課
長
補
佐
） 

 
税
務
課
長（
建
設
課
長
補
佐
） 

 

社
会
生
活
課
長
・
城
南
児
童
館
長
兼
務（
建
設
課
長
補
佐
） 

 

上
下
水
道
課
長（
上
下
水
道
課
長
補
佐
） 

 

生
涯
学
習
課
長
・
中
央
公
民
館
長
・
南
公
民
館

長
・
中
央
図
書
館
長
兼
務（
総
務
課
長
補
佐
） 

 

世
界
遺
産
対
策
室
長（
世
界
遺
産
対
策
室
長
補
佐
） 

 

農
業
委
員
会
事
務
局
長（
健
康
福
祉
課
長
補
佐
） 

 

総
務
課
長
補
佐（
税
務
課
総
括
主
幹
） 

 

税
務
課
長
補
佐（
税
務
課
総
括
主
幹
） 

 

町
民
課
長
補
佐（
町
民
課
総
括
主
幹
） 

 

社
会
生
活
課
長
補
佐（
社
会
生
活
課
総
括
主
幹
） 

 

城
南
児
童
館
長
補
佐（
城
南
児
童
館
総
括
主
幹
） 

 

健
康
福
祉
課
長
補
佐（
企
画
調
整
課
総
括
主
幹
） 

 

上
下
水
道
課
長
補
佐（
町
民
課
総
括
主
幹
） 

 

学
務
課
長
補
佐（
建
設
課
総
括
主
幹
） 

 

七
戸
幼
稚
園
長
補
佐（
七
戸
幼
稚
園
総
括
主
幹
教
諭
） 

 

生
涯
学
習
課
長
補
佐（
税
務
課
総
括
主
幹
） 

 

中
央
公
民
館
長
補
佐（
社
会
生
活
課
総
括
主
幹
） 

 

南
公
民
館
長
補
佐（
庶
務
課
総
括
主
幹
） 

 

社
会
生
活
課
総
括
主
幹（
会
計
課
主
幹
） 

 

農
林
課
総
括
主
幹（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
主
幹
） 

 

農
林
課
総
括
主
幹（
農
林
課
主
幹
） 

 

農
林
課
総
括
主
幹（
中
央
公
民
館
主
幹
） 

 

議
会
事
務
局
総
括
主
幹（
議
会
事
務
局
主
幹
） 

 

総
務
課
主
幹（
総
務
課
主
任
主
査
） 

 

町
民
課
主
幹（
町
民
課
主
任
主
査
） 

 

農
林
課
主
幹（
農
林
課
主
任
主
査
） 

 

建
設
課
主
幹（
建
設
課
主
任
主
査
） 

 

学
務
課
主
幹（
企
画
調
整
課
主
任
主
査
） 

 

学
務
課
主
幹（
上
下
水
道
課
主
任
主
査
） 

 
七
戸
幼
稚
園
主
幹
教
諭（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
主
任
主
査
） 

 

農
業
委
員
会
事
務
局
主
幹（
農
業
委
員
会
事
務
局
主
任
主
査
） 

 

中
央
公
民
館
主
任
主
査（
中
央
公
民
館
主
査
） 

 

健
康
福
祉
課
主
査（
庶
務
課
主
事
） 

       

町
民
課
長（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
） 

 

会
計
管
理
者
・
会
計
課
長
兼
務 

（
社
会
生
活
課
長
・
城
南
児
童
館
長
兼
務
） 

 

支
所
長
・
庶
務
課
長
兼
務 

（
中
央
公
民
館
長
・
南
公
民
館
長
兼
務
） 

   

社
会
生
活
課
長
補
佐（
健
康
福
祉
課
長
補
佐
） 

 

庶
務
課
長
補
佐（
町
民
課
長
補
佐
） 

 

建
設
課
長
補
佐（
税
務
課
長
補
佐
） 

 

生
涯
学
習
課
長
補
佐（
南
公
民
館
長
補
佐
） 

   

総
務
課
総
括
主
幹（
学
務
課
総
括
主
幹
） 

 

財
政
課
総
括
主
幹（
農
林
課
総
括
主
幹
） 

 

税
務
課
総
括
主
幹（
生
涯
学
習
課
総
括
主
幹
） 

 

税
務
課
総
括
主
幹（
商
工
観
光
課
総
括
主
幹
） 

 

城
南
児
童
館
総
括
主
幹（
町
民
課
総
括
主
幹
） 

 

城
南
児
童
館
総
括
主
幹（
学
務
課
総
括
主
幹
） 

 

健
康
福
祉
課
総
括
主
幹（
税
務
課
総
括
主
幹
） 

 

庶
務
課
総
括
主
幹（
健
康
福
祉
課
総
括
主
幹
） 

 

建
設
課
総
括
主
幹（
総
務
課
総
括
主
幹
） 

 

七
戸
幼
稚
園
総
括
主
幹
教
諭（
建
設
課
総
括
主
幹
） 

   

企
画
調
整
課
主
幹（
健
康
福
祉
課
主
幹
） 

 

財
政
課
主
幹（
農
林
課
主
幹
） 

 
税
務
課
主
幹（
南
公
民
館
主
幹
） 

 

町
民
課
主
幹（
商
工
観
光
課
主
幹
） 

 

 

町
民
課
主
幹（
財
政
課
主
幹
） 

 

会
計
課
主
幹（
健
康
福
祉
課
主
幹
） 

 

健
康
福
祉
課
主
幹（
生
涯
学
習
課
主
幹
） 

 

上
下
水
道
課
主
幹（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
主
幹
） 

 

建
設
課
主
幹（
財
政
課
主
幹
） 

 

建
設
課
主
幹（
社
会
生
活
課
主
幹
） 

 

生
涯
学
習
課
主
幹（
健
康
福
祉
課
主
幹
） 

 

生
涯
学
習
課
主
幹（
総
務
課
主
幹
） 

   

生
涯
学
習
課
主
任
主
査（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
主
任
主
査
） 

 

生
涯
学
習
課
主
任
主
査（
世
界
遺
産
対
策
室
主
任
主
査
） 

   

農
業
委
員
会
事
務
局
主
査（
町
民
課
主
査
）  

   

総
務
課
主
事（
世
界
遺
産
対
策
室
主
事
） 

 

企
画
調
整
課
主
事（
生
涯
学
習
課
主
事
） 

 

財
政
課
主
事（
税
務
課
主
事
） 

 

税
務
課
主
事（
総
務
課
主
事
） 

 

生
涯
学
習
課
主
事（
企
画
調
整
課
主
事
） 

 

生
涯
学
習
課
主
事（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
主
事
） 

 

世
界
遺
産
対
策
室
主
事（
農
林
課
主
事
） 

 ※「
生
涯
学
習
課
」と「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
」を

　
統
合
し
、「
生
涯
学
習
課
」に
な
り
ま
し
た
。 
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【平成26年度国民年金保険料について】 

　平成26年度の国民年金保険料額は、月額15,250円となりました。 

　保険料は、前納や口座振替で納付していただくと割引となり、大変お得ですのでぜひご利用ください。現

金での前納や口座振替での納付の割引率は以下のとおりとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※一部免除されている方は「毎月納付（翌月末振替）のみのご利用となります。 

※２年前納もあります。 

 
 
 

【平成26年度移動年金相談日について】 

☆完全予約制による年金相談を行っています。希望される相談日より一ヶ月前から青森年金事務所へ電話に

　て受付、予約ができます。お名前・基礎年金番号・電話番号・相談内容などをお話しください。 

☆相談の際は基礎年金番号通知書、年金手帳など、基礎年金番号の分かる物をご持参ください。 

☆代理の方がご相談においでの際は、委任状が必要になります。 

 

会場及び開催日は、以下のとおりです。皆さまお気軽にご利用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月の移動年金相談日　４月23日（水）　野辺地町中央公民館　午前10時から午後３時 
 

完全予約となっていますので、予約を忘れずに。 
 

○予約または問合せ先 

青森年金事務所☎017－734－7498　町民課☎68－2115　庶務課☎62－2111 
 

毎月お得 

これもお得 

 

保険料額 

15,250円 

 

15,200円 

― 

― 

― 

― 

 

割引額

― 

 

50円 

― 

― 

―

―

 

保険料額 

91,500円 

 

91,200円 

90,760円 

90460円 

― 

― 

 

割引額

― 

 

300円 

740円 

1,040円 

― 

― 

 

保険料額 

183,000円 

 

182,400円 

181,520円 

180,920円 

179,750円 

179,160円 

 

割引額

― 

 

600円 

1,480円 

2,080円 

3,250円 

3,840円 

■平成26年度■ 

 
毎月納付 

（現金納付及び翌月末振替の口座振替） 

毎月振替【早割】 

（当月末振替の口座振替） 

6ヶ月前納（現金納付） 

6ヶ月前納（口座振替） 

1年前納　（現金納付） 

1年前納（口座振替） 

１ヶ月分 ６ヶ月分 １年度分 

相談時間 

10:30～15:00 

相談時間 

10:00～15:00 

 

 

5月 

28日(水) 

４月

23日(水)

7月 

23日(水) 

６月 

25日(水) 

 

 

9月 

25日(木) 

８月 

27日(水) 

 

 

11月 

26日(水) 

10月 

22日(水) 

 

 

1月

28日(水)

12月 

17日(水) 

 

 

3月 

18日(水) 

２月 

25日(水) 

 

七戸町柏葉館 

 

野辺地町中央公民館 

 

 

 

国民年金からのお知らせ 国民年金からのお知らせ 



   

　
町
で
は
、
平
成
25
年
度
か
ら
３
ヶ
年

計
画
で
防
災
行
政
無
線
の
整
備
を
実
施

し
て
い
ま
す
。 

　
平
成
26
年
は
七
戸
地
区
の
個
別
受
信

機
設
置
を
主
体
と
し
て
工
事
を
進
め
て

い
ま
す
が
、
設
置
に
伴
い
次
の
点
に
つ

い
て
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。 

 

設
置
に
伴
う
お
願
い 

 

１
　
設
置
に
つ
い
て
は
、
３
月
よ
り
請

　
負
業
者
（
町
内
電
気
業
者
）
が
各
地

　
区
ご
家
庭
ご
と
に
事
前
連
絡
後
、
設

　
置
に
伺
い
ま
す
。 

 

２
　
請
負
業
者
で
あ
る
旨
の
名
札
な
ど

　
を
携
行
し
て
伺
い
ま
す
の
で
ご
確
認

　
く
だ
さ
い
。 

 

３
　
設
置
場
所
は
ご
希
望
の
場
所
と
し

　
ま
す
が
、
電
波
受
信
の
状
況
に
よ
り

　
ご
希
望
に
添
え
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

　
す
（
受
信
状
況
が
特
に
良
く
な
い
地

　
域
は
、
屋
外
ア
ン
テ
ナ
を
設
置
さ
せ

　
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
）。 

　
　
な
お
、
ア
ン
テ
ナ
設
置
に
は
、
外

　
壁
に
線
を
通
す
工
事
が
伴
い
ま
す
。 

 

４
　
設
置
業
者
が
、
個
別
受
信
機
設
置

　
確
認
届
を
持
参
し
ま
す
の
で
、
ご
確

　
認
の
う
え
署
名
捺
印
を
お
願
い
し
ま
す
。 

   

５
　
受
信
機
設
置
場
所
の
近
く
に
コ
ン

　
セ
ン
ト
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

 

※
設
置
に
伴
う
経
費
は
町
負
担
と
な
り

　
ま
す
。 

※
災
害
発
生
時
及
び
火
災
発
生
時
は
、

　
自
動
的
に
最
大
音
量
の
サ
イ
レ
ン
で

　
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 
問
合
せ
先
　
総
務
課 

 

☎
６
８-

２
１
１
１ 

                     

 

●
防
災
行
政
無
線 

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス 

 

　
防
災
行
政
無
線
の
放
送

を
聞
き
逃
し
た
り
、
再
度

内
容
の
確
認
を
行
い
た
い

場
合
は
、
以
下
の
電
話
番

号
に
電
話
し
て
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。 

　
な
お
電
話
が
混
雑
す
る 

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、 

ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

                      

   

70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
人
の 

自
己
負
担
割
合
が
変
わ
り
ま
し
た 

 

　
平
成
26
年
度
か
ら
、
70
歳
以
上
75
歳

未
満
で
現
役
並
み
所
得
者
以
外
の
方
の

自
己
負
担
割
合
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。 

　
た
だ
し
、
昭
和
19
年
４
月
１
日
以
前

生
ま
れ
で
、
す
で
に
70
歳
以
上
の
方
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
１
割
に
据
え
置
か
れ

ま
す
。 

　
昭
和
19
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の

方
は
、
70
歳
の
誕
生
日
の
翌
月
（
１
日

が
誕
生
日
の
方
は
そ
の
月
）
か
ら
２
割

と
な
り
ま
す
。 

　
現
役
並
み
所
得
者
の
自
己
負
担
割
合

は
３
割
の
ま
ま
で
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

問
合
せ
先
　
町
民
課 

 

☎
６
８-

２
１
１
２  

七戸病院からのお知らせ 

七戸病院  ☎62－2105 
 

◎外科常勤医師の人事異動 
・加藤雅志　医師 
　→秋田市立秋田総合病院へ異動 
 
◎眼科外来診療曜日及び医師の変更 
・外来診療曜日 
　現在、毎週月曜日・水曜日 
　→4月1日から毎週月曜日・金曜日 
・診察医師 
　現在　月曜日　陳内　嘉浩　医師 
　→４月１日から 
　　　　月曜日　毛内奈津姫　医師 
　現在　水曜日　工藤　孝志　医師 
　→４月１日から 
　　　　金曜日　伊藤　　忠　医師 
 
◎耳鼻科外来医師の変更 
・診察医師 
　現在　月曜日　長岐　孝彦　医師 
　→４月１日から 
　　　　月曜日　工藤　直美　医師 
　（金曜日は変更なし） 

     
個
　
別
　
受
　
信
　
機
　
Ｑ
　
＆
　
Ａ 

 

Ｑ
　
放
送
を
受
信
で
き
な
い
場
合 

 

　
・
電
源
の
緑
色
ラ
ン
プ
が
点
滅
し
て
い
な
い 

　
　
Ａ
１
　
電
源
ス
イ
ッ
チ
が｢

入｣
に
な
っ
て
い
る
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い 

　
　
Ａ
２
　
電
源
プ
ラ
グ
が
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
抜
け
て
い
な
い
か
確
認
し
て
く
だ

　
　
　
　
　
さ
い
（
抜
け
て
い
る
場
合
電
池
が
消
耗
し
ま
す
） 
 

　
・
電
源
の
緑
色
の
ラ
ン
プ
が
点
滅
し
て
い
る  

　
　
Ａ
１
　
外
部
ア
ン
テ
ナ
を
使
っ
て
い
な
い
場
合 

　
　
　
　
　
　
ロ
ッ
ド
ア
ン
テ
ナ
を
き
ち
ん
と
伸
ば
し
て
く
だ
さ
い 

　
　
Ａ
２
　
外
部
ア
ン
テ
ナ
を
使
っ
て
い
る
場
合 

　
　
　
　
　
　
ア
ン
テ
ナ
プ
ラ
グ
と
外
部
ア
ン
テ
ナ
の
コ
ネ
ク
タ
と
を
確
実
に
接

　
　
　
　
　
　
続
し
て
く
だ
さ
い 

 

Ｑ
　
電
源
の
ラ
ン
プ
が
赤
と
緑
の
交
互
点
滅 

 

Ａ
　
内
蔵
電
池
が
消
耗
し
て
い
ま
す
の
で
新
し
い
乾
電
池
と
全
て
交
換
し
て
く
だ

　
　
さ
い 
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70歳以上75歳未満の方の自己負担割合 

現役並み所得者以外 

（後期高齢者医療制度の
対象となる一定の障害
があると認定された方

は除く） 

昭和19年4月1日以前生まれの方 

昭和19年4月2日以降生まれの方 

１割 

２割 

３割 現役並み所得者 

防
災
行
政
無
線
個
別
受
信
機
設
置
の
ご
案
内 

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ 

☎　0176－68－2300
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消費税率（国・地方）が８％に引き上げられました。 
 

引上げ分の消費税収（国・地方）はすべて社会保障財源化されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

円滑かつ適正な転嫁にご理解とご協力をお願いします。 

　消費税率（国・地方）の引上げに当たって事業者の方々が円滑かつ適正に転嫁できるよう、転嫁、広告・

宣伝、価格表示、便乗値上げなどに関する相談窓口を設置しています。 

　ご相談がある方は以下の相談窓口にお問い合わせください。 

◎地方消費税に関すること　　　　青森県上北地域県民局県税部課税課　☎0176－23－4241 
　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：TO-KENZEI@pref.aomori.lg.jp 

◎消費税の価格転嫁に関すること　消費税価格転嫁等総合相談センター　専用ダイヤル☎0570－200－123 
　　　　　　　　　　　　　　　　【受付時間】平日午前９時～午後５時（平成26年4月は土曜日も受付） 

　　　　　　　　　　　　　　　　ＨＰ上の専用フォーム：http://www.tenkasoudan.go.jp（24時間受付） 

 

 

 

 

 

 

財
政
健
全
化
に
一
定
の
寄
与 

 

引
き
上
げ
分
の
消
費
税
収 

全
額
を
社
会
保
障
財
源
化

全
額
を
社
会
保
障
財
源
化 

 

全
額
を
社
会
保
障
財
源
化 

 

社会保障の充実 
（待機児童の解消、医療介護サービスの充実など） 

 

社会保障の安定化 
年金国庫負担２分の１など 

後代への負担の付け回しの軽減 

消費税率引上げに伴う社会保障支出の増 

消費税率（国・地方）の引上げについて 消費税率（国・地方）の引上げについて 



                                   

 

◆
臨
時
福
祉
給
付
金
◆ 

（
簡
素
な
給
付
措
置
） 

 

　
平
成
26
年
４
月
か
ら
消
費
税
率
が
８

％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

所
得
の
低
い
方
を
対
象
に
、
暫
定
的
・

臨
時
的
な
措
置
と
し
て
支
給
す
る
給
付

金
で
す
。 

 

給
付
対
象
者 

　
平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
で
七
戸
町

に
住
民
登
録
が
あ
り
、
平
成
26
年
度
の

町
民
税
（
均
等
割
）
が
課
税
さ
れ
て
い

な
い
方
の
う
ち
、
次
の
⑴
及
び
⑵
に
該

当
し
な
い
方
で
す
。 

⑴
ご
自
身
を
扶
養
し
て
い
る
方
が
課
税

　
さ
れ
る
場
合 

⑵
生
活
保
護
制
度
内
で
対
応
さ
れ
る
被

　
保
護
者  

 

支
　
給
　
額 

　
給
付
対
象
者
１
人
に
つ
き
１
万
円 

（
た
だ
し
、
老
齢
基
礎
年
金
、
障
害
基

礎
年
金
、
遺
族
年
金
の
受
給
者
等
や
児

童
扶
養
手
当
、
特
別
障
害
者
手
当
な
ど

の
受
給
者
等
は
、
１
人
に
つ
き
５
千
円

を
加
算) 

 

◆
子
育
て
世
帯 

臨
時
特
例
給
付
金
◆ 

 

　
平
成
26
年
４
月
か
ら
消
費
税
率
が
８

％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

子
育
て
世
帯
へ
の
影
響
を
緩
和
す
る
た

め
の
臨
時
的
な
措
置
と
し
て
、
子
育
て

世
帯
に
対
し
支
給
す
る
給
付
金
で
す
。 

 

給
付
対
象
者 

　
平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
で
、
平
成

26
年
１
月
分
の
児
童
手
当
（
特
例
給
付

を
含
む
）
の
受
給
者
で
あ
り
、
平
成
25

年
中
の
所
得
が
児
童
手
当
の
所
得
制
限

額
に
満
た
な
い
方
で
す
。 

　
た
だ
し
、
次
の
⑴
及
び
⑵
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
方
は
除
き
ま
す
。 

⑴
臨
時
福
祉
給
付
金
の
対
象
者  

⑵
生
活
保
護
制
度
内
で
対
応
さ
れ
る
被

　
保
護
者  

 

支
　
給
　
額 

　
対
象
児
童
１
人
に
つ
き
１
万
円 

 

　
い
ず
れ
の
給
付
金
も
、
申
請
の

受
付
時
期
や
手
続
き
な
ど
に
つ
い

て
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
ホ
ー
ム 

ペ
ー
ジ
や
広
報
な
ど
で
お
伝
え
し
ま 

す
（
申
請
は
、
６
月
以
降
を
予
定

し
て
い
ま
す
）。 

           

◇
給
付
金
を
よ
そ
お
っ
た 

　
振
り
込
め
詐
欺
に 

ご
注
意
く
だ
さ
い
◇ 
 

　
臨
時
福
祉
給
付
金
や
子
育
て
世
帯
臨

時
特
例
給
付
金
に
関
し
て
、
次
の
よ
う

な
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。 

・
国
や
県
、
町
職
員
な
ど
が
銀
行
や
コ

　
ン
ビ
ニ
な
ど
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金
自
動

　
預
け
払
い
機
）
を
使
っ
て
手
続
き
を

　
お
願
い
す
る
こ
と
。  

・
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
自
分
で
操
作
し
て
、
他
人 

                       

　
か
ら
お
金
を
振
り
込
ん
で
も
ら
う
こ
と
。  

・
国
や
県
、
町
職
員
な
ど
が
、
臨
時
福

　
祉
給
付
金
や
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例

　
給
付
金
の
給
付
の
た
め
に
、
手
数
料

　
な
ど
の
振
り
込
み
を
求
め
る
こ
と
。  

・
現
時
点
で
、
国
や
県
、
町
職
員
な
ど

　
が
町
民
の
皆
さ
ま
の
世
帯
構
成
や
銀

　
行
の
口
座
番
号
な
ど
の
個
人
情
報
を

　
照
会
す
る
こ
と
。  

 

問
合
せ
先
　
社
会
生
活
課 

 

☎
６
８-

２
１
１
４ 

      

 

『住宅新築リフォーム支援事業』を実施します 

建設課　☎62－6244 
 

　町では、５月１日以降に住宅の新築およびリフォームを町内の登録施工

業者と契約し、着工する方に対して、補助金を交付します。 

　詳しくは、町のホームページをご覧になるか、町民課または建設課に備

え付けのチラシをご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

※応募多数の場合は抽選で決まります。 

　この補助事業は、平成26年度（単年度）事業です。 
 

登録施工業者とは… 

　町内に本店があり、事前に登録している建築関連施工業者。 

　登録を希望する業者は、４月７日から４月25日までに七戸建築連合組合

（☎62－2491）で手続きしてください。 
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新　築 

リフォーム 

契約額（税抜） 

１千万円以上 

30万円以上 

補　助　率 

３％ 

10％ 

補助上限額 

50万円 

30万円 

平成26年４月から消費税率が８％へ引き上げられることに伴い、 

臨時福祉給付金（簡素な給付措置）または 
子育て世帯臨時特例給付金を支給します 



➡

➡

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
よ
る
上
下
水
道
料
金
変
更
の
お
知
ら
せ 

下
水
道
事
業
か
ら
の
お
知
ら
せ
　 

   

　
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
消
費
税

が
８
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
が
、

４
月
に
請
求
す
る
料
金
は
、
３
月
中

に
ご
使
用
に
な
っ
た
分
で
す
の
で
、 

                            

   

消
費
税
５
％
で
の
請
求
と
な
り
ま
す
。

消
費
税
８
％
は
５
月
請
求
分
か
ら
と

な
り
ま
す
。 

                             

   

　
町
で
は
快
適
な
生
活
環
境
の
確
保
と

共
用
水
域
の
水
質
保
全
の
た
め
、
下
水

道
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。 

公
共
下
水
道
の
供
用
・ 

処
理
開
始
に
つ
い
て 

　
平
成
26
年
４
月
か
ら
七
戸
処
理
区
「
字

十
役
野
・
字
貝
ノ
口
・
字
天
王
・
字
蛇

坂
」
の
一
部
、
天
間
林
処
理
区
「
字
森

ノ
上
」
の
一
部
で
新
た
に
公
共
下
水
道

の
供
用
及
び
汚
水
の
処
理
を
開
始
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
供
用
が
開
始
さ
れ
た
地
区
で
は
ト
イ

レ
、
台
所
、
風
呂
場
な
ど
の
汚
水
を
下

水
道
へ
流
す
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
排
水
設
備
工
事
を
行
い
、

公
共
マ
ス
へ
の
速
や
か
な
接
続
を
お
願

い
し
ま
す
。
排
水
設
備
工
事
は
適
切
な

施
工
が
必
要
で
す
の
で
、
町
が
指
定
し

た
排
水
設
備
工
事
業
者
で
工
事
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
供
用
開
始
後
３
年
以
内
に
下

水
道
へ
接
続
さ
れ
た
方
に
は
、
加
入
促

進
奨
励
金
と
し
て
６
万
円
を
交
付
し
ま

す
。 

※
奨
励
金
に
は
交
付
要
件
が
あ
り
ま
す

　
の
で
、
詳
し
く
は
上
下
水
道
課
へ
お

　
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。 

 

　
平
成
24
年
度
の
供
用
開
始
地
区
（
七

戸
処
理
区
「
字
上
町
野
、
字
天
王
、
字

貝
ノ
口
の
一
部
」
）
に
つ
い
て
は
、
平

成
27
年
３
月
31
日
で
加
入
促
進
奨
励
金

の
対
象
期
間
が
終
了
し
ま
す
。
早
め
に 

   

排
水
設
備
工
事
を
行
い
ま
し
ょ
う
。 

　
排
水
設
備
工
事
の
一
部
費
用
に
つ
い

て
、
町
で
行
っ
て
い
る
住
宅
新
築
・
リ

フ
ォ
ー
ム
補
助
金
の
対
象
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

農
作
物
利
用
分
の
下
水
道
・
農
業
集
落 

排
水
使
用
料
の
減
免
に
つ
い
て 

　
農
作
物
に
水
を
多
量
に
利
用
さ
れ
た

分
（
下
水
道
管
に
流
れ
な
い
水
）
に
つ

い
て
、
下
水
道
使
用
料
や
農
業
集
落
排

水
使
用
料
の
減
免
を
受
け
る
事
が
で
き

ま
す
。 

　
申
請
に
は
、
書
類
の
提
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
印
鑑
を
持
参
の
上
、
上

下
水
道
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

・
減
免
期
間
は
農
作
物
の
耕
作
期
間
に

　
限
り
ま
す
。 

・
減
免
基
準
は
、
冬
期
間
（
１
月
〜
３

　
月
使
用
分
）
の
平
均
と
な
り
ま
す
。 

公
共
下
水
道
の
工
事
予
定
箇
所
を 

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す 

　
平
成
26
年
度
に
町
内
で
公
共
下
水
道

工
事
を
予
定
し
て
い
る
箇
所
は
次
の
と

お
り
で
す
。
工
事
期
間
に
は
、
交
通
の

規
制
な
ど
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
町
民
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
な
お
、
工
事
に
関
す
る
説
明
会
や
工

期
な
ど
の
日
程
は
、
着
工
前
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。 

問
合
せ
先
　
上
下
水
道
課 

 

☎
６
２-

６
２
４
３ 
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料金 

 

用途区分 

家 事 用  

営 業 用  

団 体 用  

浴場・プール用 

工 業 用  

集 会 所 用  

臨 時 用  

 

 

水量 

（単位㎥） 

10まで 

20まで 

30まで 

150まで 

100まで 

0 

30まで 

　 

 

超過料金 

1㎥増すごとに 

（単位円） 

155.4 

179.5 

179.5 

108.1 

179.5 

179.5 

179.5 

 

基本料金（１箇月につき）  

料金 

（単位円） 

1,432.2 

3,340.0 

5,009.5 

14,312.5 

17,892.0 

298.2 

5,009.5 

 

料金 

 

用途区分 

家 事 用  

営 業 用  

団 体 用  

浴場・プール用 

工 業 用  

集 会 所 用  

臨 時 用  

 

 

水量 

（単位㎥） 

10まで 

20まで 

30まで 

150まで 

100まで 

0 

30まで 

　 

 

超過料金 

1㎥増すごとに 

（単位円） 

158.8 

184.6 

184.6 

111.2 

184.6 

184.6 

184.6

基本料金（１箇月につき）  

料金 

（単位円） 

1,473.1 

3,435.4 

5,152.6 

14,721.4 

18,403.2 

306.7 

5,152.6 

 

 

水量（単位㎥） 

10 

 

 

 

水量（単位㎥） 

10 

 

　 

超過料金 

1㎥につき（単位円）

126 

 

 

超過料金 

1㎥につき（単位円）

129.6 

 

 

基本料金 

基本料金 

 

料金（単位円） 

1,260 

 

 

 

料金（単位円） 

1,296 

 

 

 

口径 

(mm) 

13 

　20 

　25 

　30 

　40 

　50 

　75 

　 

 

メータ使用料  

料金 

（単位円） 

262.5 

315.0 

367.5 

420.0 

472.5 

1,785.0 

2,625.0 

 

 

口径 

(mm) 

13 

　20 

　25 

　30 

　40 

　50 

　75 

　 

 

メータ使用料  

料金 

（単位円） 

270.0 

324.0 

378.0 

432.0 

486.0 

1,836.0 

2,700.0 

 

（消費税5％） （消費税8％） 

（消費税8％） 

（消費税5％） 

（消費税8％） 

（消費税5％） 

用途別水道料金表

口径別メーター料金表 下水道・農業集落排水料金表

⇩



   

　
町
で
は
、
家
庭
用
の
合
併
処
理
浄
化

槽
を
設
置
す
る
方
に
、
設
置
費
用
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。 

 

受
付
期
間 

　
平
成
26
年
４
月
１
日（
火
）〜 

平
成
27
年
１
月
30
日（
金
） 

 

　
た
だ
し
、
平
成
27
年
３
月
６
日（
金
）

ま
で
に
完
成
し
実
績
報
告
書
類
の
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

１
　
建
物
の
用
途 

　
住
宅
（
店
舗
な
ど
の
床
面
積
が
総
床

面
積
の
２
分
の
１
以
上
で
あ
る
併
用
住

宅
を
除
く
） 

２
　 

対
象
の
地
域 

　
公
共
下
水
道
事
業
計
画
区
域
以
外
の

地
域
及
び
農
業
集
落
排
水
の
区
域
以
外

の
地
域
。
詳
し
く
は
上
下
水
道
課
（ 

☎
６
２-

６
２
４
３
）
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 

３
　
対
象
者 

　
新
築
及
び
増
改
築
で
既
存
の
く
み
取

り
ト
イ
レ
や
単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら
合

併
処
理
浄
化
槽
へ
設
置
替
え
す
る
方
。

税
の
滞
納
の
無
い
方
。 

４
　
そ
の
他 

　
予
算
の
範
囲
内
で
の
助
成
で
す
。 

　
着
工
後
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。 

 

   

５
　
補
助
金
限
度
額
は
次
の
と
お
り
で

す
。 

　
○
５
人
槽
　
３
５
２，
０
０
０
円 

　
○
７
人
槽
　
４
４
１，
０
０
０
円 

　
○
10
人
槽
　
５
８
８，
０
０
０
円 

 

※
浄
化
槽
を
正
常
に
働
か
せ
る
た
め
、

　
定
期
的
に
保
守
点
検
や
清
掃
な
ど
の

　
維
持
管
理
を
行
い
、
年
１
回
の
法
定

　
検
査
を
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。 

※
浄
化
槽
の
人
槽
は
、
日
本
工
業
規
格

　「
建
築
物
の
用
途
別
に
よ
る
屎
尿
浄

　
化
槽
の
処
理
対
象
人
員
算
定
基
準 

　（
Ｊ
Ｉ
Ｓ 

Ａ 

３
３
０
２-

２
０
０
０
）」

　
に
よ
り
算
定
し
ま
す
が
、
実
情
に
添

　
わ
な
い
場
合
に
は
、
同
基
準
の
２.

建

　
築
用
途
別
処
理
対
象
人
員
算
定
基
準

　
に
定
め
る
た
だ
し
書
き
に
基
づ
き
、

　
住
宅
の
延
べ
面
積
の
み
で
は
な
く
、

　
使
用
状
況
に
応
じ
て
算
定
人
員
を
増

　
減
で
き
ま
す
。  

 

　
な
お
、
建
築
確
認
後
に
浄
化
槽
を
申

請
時
よ
り
小
さ
い
も
の
に
変
更
す
る
場

合
は
、
計
画
変
更
確
認
申
請
の
手
続
き

な
ど
に
よ
り
手
数
料
が
発
生
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

問
合
せ
先
　
社
会
生
活
課 

 

☎
６
８-

２
１
１
４  

 

   

　
農
業
機
械
は
農
作
業
に
な
く
て
は
な

ら
な
い
存
在
で
あ
り
、
近
年
、
急
速
な

普
及
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
便
利
な
も
の
で
あ
る
と
同

時
に
、
農
業
機
械
に
よ
る
事
故
が
数
多

く
発
生
し
て
い
ま
す
。
全
国
で
は
、
年

間
約
４
０
０
件
も
の
死
亡
事
故
が
発
生

し
て
お
り
、
七
戸
町
で
も
熱
中
症
や
機

械
に
巻
き
込
ま
れ
て
の
死
亡
事
故
が
発

生
し
て
お
り
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、
国
で
は
春
作
業
に
向
け
た

農
作
業
安
全
確
認
運
動
と
し
て
、「
農

業
機
械
の
転
落
・
転
倒
事
故
防
止
」
と

「
労
災
保
険
へ
の
加
入
促
進
」
を
推
進

し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
青
森
県
で
は
、
特
に
４
月
１

日
〜
５
月
31
日
ま
で
を
春
の
農
作
業
安

全
月
間
と
定
め
、
こ
の
期
間
に
重
点
的

か
つ
集
中
的
に
次
の
６
つ
の
重
点
啓
発

事
項
を
促
進
し
ま
す
。 

　
農
作
業
安
全
は
普
段
の
心
が
け
が
大

切
で
す
。「
こ
れ
ぐ
ら
い
・
・
・
」
と

思
わ
ず
に
、
次
の
６
つ
の
重
点
啓
発
事

項
を
一
人
一
人
が
心
が
け
、
地
域
で
声 

        

   

を
掛
け
合
っ
て
農
作
業
安
全
に
努
め
ま

し
ょ
う
。 

 

６
つ
の
重
点
啓
発
事
項 

１
　
ト
ラ
ク
タ
ー
や
田
植
機
で
は
、
あ

　
ぜ
越
え
な
ど
傾
斜
地
走
行
時
の
転
落

　
転
倒
事
故
に
注
意
す
る
こ
と
。 

２
　
機
械
の
清
掃
や
点
検
な
ど
を
行
う 

　
時
は
、
必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
る
こ

　
と
。 

３
　
農
作
業
は
、
機
械
に
巻
き
込
ま
れ

　
に
く
い
服
装
や
安
全
防
護
用
具
（
ヘ

　
ル
メ
ッ
ト
、
草
刈
時
の
保
護
眼
鏡
な

　
ど
）
を
着
用
す
る
な
ど
、
作
業
に
適

　
し
た
服
装
で
行
う
こ
と
。 

４
　
薄
暮
時
に
お
け
る
ト
ラ
ク
タ
ー
や

　
田
植
機
へ
の
追
突
防
止
用
に
自
動
車

　
な
ど
か
ら
識
別
で
き
る
低
速
車
マ
ー

　
ク
や
反
射
板
を
取
り
付
け
る
よ
う
に

　
す
る
こ
と
。
ま
た
道
路
交
通
の
安
全

　
確
保
や
道
路
美
化
の
た
め
、
機
械
に

　
つ
い
た
ワ
ラ
く
ず
や
土
は
、
ほ
場
内

　
で
で
き
る
限
り
取
り
除
く
こ
と
。 

５
　
草
刈
機
を
使
用
す
る
際
に
は
、
事

　
前
に
農
道
や
あ
ぜ
の
点
検
を
行
い
、

　
石
や
空
き
缶
な
ど
作
業
の
障
害
と
な

　
る
も
の
を
取
り
除
く
こ
と
。 

６
　
万
一
の
事
故
に
備
え
て
労
災
保
険

　
に
加
入
す
る
こ
と
。 

 
問
合
せ
先
　
農
林
課 

 

☎
６
８-

２
１
１
６ 
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平
成
26
年
度
　
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助
金
の
受
付
開
始
に
つ
い
て 

２
０
１
４
年
　
春
の
農
作
業
安
全
確
認
運
動 



平
成
26
年 

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動 

総
務
課 

☎
６
８-

２
１
１
１ 

平
成
26
年 

春

の

火

災

予

防

運

動 

総
務
課 

☎
６
８-

２
１
１
１ 

油

の

流

出

事

故

に

 

ご

注

意

く

だ

さ

い

 

社
会
生
活
課 

☎
６
８-

２
１
１
４ 

青
森
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

各
相
談
室
集
約
の
お
知
ら
せ 

青
森
県
環
境
生
活
部
県
民
生
活
文
化
課 

 

☎
０
１
７-

７
３
４-

９
２
０
９ 

固

定

資

産

税

の

 

縦

覧

に

つ

い

て

 

税
務
課 

☎
６
８-

２
１
１
３ 

七
戸
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の 

廃
止
・
撤
去
に
つ
い
て 

生
涯
学
習
課 

☎
６
２-

９
７
０
２ 

ピ
ザ
カ
ー
ニ
バ
ル
　
七
戸 

出

店

者

募

集

 

七
戸
町
商
工
会 

☎
６
２-

２
５
２
１  

in

    

期
　
間 

　
４
月
６
日（
日
）か
ら 

４
月
15
日（
火
）ま
で
の
10
日
間 

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
す
日 

　
４
月
10
日（
木
） 

運
動
の
基
本
及
び
重
点 

１
　
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防

　
止 

２
　
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進 

３
　
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

　
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

　
の
徹
底 

４
　
飲
酒
・
暴
走
運
転
の
根
絶 

     

　
４
月
14
日（
月
）か
ら
20
日（
日
）ま
で

の
７
日
間
、
県
下
一
斉
に
「
春
の
火
災

予
防
運
動
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
か

ら
の
時
季
は
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が

起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、
火
の

取
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

　
ま
た
、
県
内
に
お
い
て
も
、
火
災
に

よ
る
死
傷
者
が
依
然
と
し
て
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。
家
族
の
大
切
な
命
を
守

る
た
め
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

し
ま
し
ょ
う
。
　
　 

全
国
統
一
防
火
標
語 

　
消
す
ま
で
は
心
の
警
報
Ｏ
Ｎ
の
ま
ま 

中
部
上
北
広
域
事
業
組
合
防
火
標
語 

　
警
報
器
　
防
火
意
識
の
　
第
一
歩 

（
石
田
一
真
君
　
作
） 

七
戸
町
・
七
戸
町
消
防
団 

中
部
上
北
広
域
事
業
組
合
消
防
本
部 

中
部
上
北
広
域
事
業
組
合
中
央
消
防
署 

     
　
七
戸
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
は
昭

和
58
年
に
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
が
開
設
し
、
長

年
に
わ
た
り
青
少
年
の
健
全
育
成
及
び

町
民
の
体
力
向
上
、
健
康
増
進
の
た
め

地
域
の
海
洋
性
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
と
し

て
利
用
さ
れ
、
昭
和
61
年
以
降
は
、
Ｂ

＆
Ｇ
財
団
か
ら
無
償
譲
渡
を
受
け
た
町

が
運
営
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
平

成
23
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
の
影
響

で
温
水
化
の
熱
源
で
あ
る
温
泉
井
戸
の

被
災
に
よ
り
プ
ー
ル
の
開
館
が
困
難
と

な
り
休
止
の
状
態
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

町
と
し
て
も
プ
ー
ル
再
開
に
向
け
た
運

営
コ
ス
ト
や
改
修
費
用
な
ど
を
考
慮
し
、

天
間
林
地
区
に
あ
る
屋
内
温
水
プ
ー
ル

で
も
事
業
の
展
開
や
教
室
開
催
を
十
分

に
で
き
る
こ
と
か
ら
、
廃
止
の
意
向
を

Ｂ
＆
Ｇ
財
団
に
報
告
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
３
月
に
行
わ
れ
た
議
会
に
お
い
て

七
戸
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
用
途

廃
止
が
正
式
に
決
定
し
、
平
成
26
年
度

中
に
解
体
撤
去
工
事
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
今
後
の
プ
ー
ル
の
利
用
に
つ
き
ま

し
て
は
、
天
間
林
地
区
の
屋
内
温
水
プ

ー
ル
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

     

　
毎
年
、
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
灯
油
が

河
川
に
流
出
す
る
事
故
が
発
生
し
ま
す
。

そ
の
原
因
の
多
く
は
「
給
油
中
の
不
注

意
」「
ゴ
ム
ホ
ー
ス
や
バ
ル
ブ
の
劣
化
」

に
よ
る
も
の
で
す
。
油
の
流
出
は
農
業

用
水
や
漁
場
の
環
境
を
汚
染
し
、
そ
の

処
理
に
多
く
の
費
用
を
要
し
ま
す
。
処

理
費
用
は
原
因
者
が
全
額
負
担
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
油
が
流
出
す
る
前

に
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
や
バ
ル
ブ
、
ホ
ー
ス

な
ど
を
「
点
検
」
し
、
給
油
中
は
「
絶

対
に
そ
の
場
を
離
れ
な
い
」
な
ど
、
事

故
の
予
防
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。 

     

　
固
定
資
産
税
の
納
税
者
は
、
自
分
の

所
有
す
る
固
定
資
産
（
土
地
・
家
屋
）

の
評
価
額
が
適
正
で
あ
る
か
、
無
料
で

縦
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

縦
覧
期
間
　
４
月
１
日（
火
）〜 

５
月
30
日（
金
） 

（
土
日
祝
日
を
除
く
） 

　
午
前
８
時
15
分
〜
午
後
５
時 

縦
覧
場
所
　
税
務
課 

  

     

　
県
で
は
、
消
費
者
安
全
法
の
趣
旨
を

踏
ま
え
、
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
さ

ら
な
る
機
能
強
化
を
図
る
た
め
、
平
成

26
年
４
月
１
日
か
ら
各
相
談
室
を
集
約

（
弘
前
、
八
戸
及
び
む
つ
相
談
室
を
廃

止
）
し
ま
し
た
。
な
お
、
消
費
生
活
相

談
は
、
企
画
調
整
課
（
市
町
村
相
談
窓

口
）
ま
た
は
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で

受
付
し
て
い
ま
す
。 

■
七
戸
町
企
画
調
整
課 

（
市
町
村
相
談
窓
口
） 

　
☎
０
１
７
６-

６
８-

２
９
４
０ 

■
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン 

　
☎
０
５
７
０-

０
６
４-

３
７
０ 

　
　
お
住
ま
い
の
市
町
村
消
費
生
活
相

　
談
窓
口
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

■
青
森
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

　
☎
０
１
７-

７
２
２-

３
３
４
３ 

     

日
　
時
　
５
月
18
日（
日
）　 

　
　
　
　
午
前
11
時
〜
午
後
３
時 

場
　
所
　
イ
ベ
ン
ト
広
場 

出
店
料
　
無
料 
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原
子
力
立
地
地
域
で
の
雇
用
増
加
を

生
む
企
業
に
対
し
て
、
支
払
っ
た
電
気

料
金
の
一
部
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

対

象

者 

　
平
成
25
年
４
月
１
日
以
降
、
七
戸
町

に
新
規
立
地
・
増
設
し
、
電
力
契
約
を

新
設
・
増
設
し
、
か
つ
雇
用
者
が
３
名

以
上
増
加
し
た
企
業
・
個
人
事
業
者
。

継
続
し
て
応
募
す
る
場
合
は
、
平
成
25

年
10
月
１
日
〜
平
成
26
年
３
月
31
日
に

支
払
っ
た
電
気
料
金 

募
集
期
間
　
４
月
中
旬 

      

対
象
牧
野
　
野
佐
掛
放
牧
場 

（
七
戸
町
字
野
佐
掛
83
） 

面
　
　
積
　
38.8
　
（
採
草
面
積
20
　
） 

利
用
内
容
　
放
牧
ま
た
は
採
草 

利
用
期
間
　
５
月
上
旬
〜
10
月
下
旬 

申
込
期
限
　
４
月
25
日（
金
） 

申
込
方
法
　
事
務
局
に
あ
る
許
可
申
請

　
　
　
　
　
書
に
ご
記
入
の
上
お
申
し

　
　
　
　
　
込
み
く
だ
さ
い
。 

   

    

　
町
内
の
中
小
企
業
者
に
対
し
、
事
業

資
金
の
保
証
を
行
い
企
業
経
営
の
安
定

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
信
用

保
証
料
の
補
給
を
行
い
ま
す
。 

※
県
内
の
普
通
銀
行
お
よ
び
信
用
金
庫

　
の
窓
口
で
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ

　
い
。 

小
口
資
金
（
タ
イ
プ
Ⅰ
） 

■
補
給
対
象
者 

１
　
七
戸
町
内
に
住
所
ま
た
は
主
な
事

　
業
所
を
有
す
る
中
小
企
業
者 

２
　
納
税
状
況
が
良
好
で
あ
る
こ
と 

３
　
融
資
額
１
２
５
０
万
円
以
内
か
つ

　
融
資
期
間
７
年
以
内
（
う
ち
据
置
期

　
間
を
、
運
転
資
金
は
６
か
月
以
内
、

　
設
備
資
金
は
１
年
以
内
）
で
融
資
を

　
受
け
た
企
業 

■
補
給
内
容 

　
信
用
保
証
料
の
全
額
を
補
給 

事
業
活
性
化
資
金
（
タ
イ
プ
Ⅱ
） 

■
補
給
対
象
者 

１
　
七
戸
町
内
に
住
所
ま
た
は
主
な
事

　
業
所
を
有
す
る
中
小
企
業
者 

２
　
納
税
状
況
が
良
好
で
あ
る
こ
と 

３
　
融
資
額
２
０
０
０
万
円
以
内
か
つ

　
融
資
期
間
10
年
以
内
（
う
ち
据
置
期

　
間
を
、
運
転
資
金
は
６
か
月
以
内
、

　
設
備
資
金
は
１
年
以
内
）
で
融
資
を

　
受
け
た
企
業 

■
補
給
内
容 

　
信
用
保
証
料
の
２
分
の
１
相
当
を
補

給
（
端
数
が
出
た
場
合
は
切
り
捨
て
） 

問
合
せ
先 

　
商
工
観
光
課
　
　

☎
６
２-

２
１
３
７ 

　
青
森
県
信
用
保
証
協
会 

☎
２
３-

４
３
３
１ 

　
取
扱
金
融
機
関
（
県
内
普
通
銀
行
・

信
用
金
庫
）
の
窓
口 

      

日
　
時
　
４
月
19
日（
土
）、
20
日（
日
） 

午
前
９
時
〜
午
後
３
時 

場
　
所
　
ぎ
ん
な
ん
寮
内
ハ
ン
ズ
パ
ー
ク 

販
売
品
　
園
芸
商
品
、
加
工
商
品
、
喫

　
　
　
　
茶
コ
ー
ナ
ー
な
ど 

     
日
　
　
時
　
４
月
29
日（
火
） 

午
前
８
時
30
分
〜 

内
　
　
容
　
山
桜
植
樹
１
０
０
本 

集
合
場
所
　
わ
ん
だ
む
ら
ん
ど 

　
軍
手
、
ス
コ
ッ
プ
な
ど
ご
持
参
く
だ

さ
い
。 

      

      

募
集
種
目 

・
技
術
海
上
幹
部
　
・
技
術
航
空
幹
部 

・
技
術
海
曹
　
　
　
・
技
術
空
曹 

・
幹
部
候
補
生
（
一
般
・
飛
行
） 

・
自
衛
官
候
補
生 

　
試
験
日
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い 

   

　 

  

　
七
戸
柔
道
協
会
で
は
、
四
市
三
郡
七

戸
桜
花
柔
道
大
会
50
周
年
を
記
念
し
て

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。 

演 

題
　「
人
生
の
金
メ
ダ
ル
」 

講 

師 

　
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

柔
道
金
メ
ダ
リ
ス
ト 

　
全
日
本
柔
道
連
盟
強
化
委
員
長 

　
国
士
舘
大
学
体
育
学
部
教
授 

　
　
　
　
斉
藤
　
仁 

氏 

日 

時
　
４
月
19
日（
土
） 

　
　
　
　
午
後
３
時
〜
５
時
ま
で 

　
　
　
　
　 

（
開
場
午
後
２
時
） 

場 

所
　
柏
葉
館 
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電
気
料
金
助
成
の
ご
案
内 

財
団
法
人
電
源
振
興
セ
ン
タ
ー 

☎
０
３-
６
７
３
２-

７
３
０
７   

平
成
26
年
度
中
部
上
北
広
域
事
業
組
合
営 

牧
野
利
用
申
し
込
み
の
ご
案
内 

中
部
上
北
広
域
事
業
組
合 

☎
６
２-

５
１
５
１   

七
戸
町
特
別
保
証
制
度 

信
用
保
証
料
補
給
の
お
知
ら
せ 

商
工
観
光
課 

☎
６
２-

２
１
３
７   

公

立

ぎ

ん

な

ん

寮

 

緑

化

ま

つ

り

 

公
立
ぎ
ん
な
ん
寮 

 

☎
５
６-

５
１
２
１    

山
桜
植
樹
の
お
知
ら
せ 

七
戸
山
桜
の
会 

☎
６
２-

９
４
８
３    

平
成
26
年
度
自
衛
官
等
募
集 

自
衛
隊
青
森
地
方
協
力
本
部 

 

三
沢
募
集
案
内
所 

☎
５
３-

１
３
４
６  

四
市
三
郡
七
戸
桜
花
柔
道
大
会 

50

周

年

記

念

講

演

会 

七
戸
柔
道
協
会 

新
谷 

 

☎
２
２-

５
６
３
６ 



黒井　健氏　サイン会 

４/19（土）11:30～   
展覧会会場にて図録もしくは書籍を購入さ
れた方に整理券を配布いたします。先着100
名様。お一人様１回限り、１冊まで。 
 

『ごんぎつね』 
偕成社© KEN OFFICE,1986

画業40年記念　黒井健絵本原画の世界展 ～物語との出会い～ 

  

  

 

4月19日（土）～6月1日（日）まで 

 

 

　「
戸
籍
の
窓
口
」
へ
の
掲
載
は
、

届
け
出
時
に
掲
載
を
希
望
さ
れ

た
方
だ
け
を
載
せ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
他
市
町
村
に
届
け
出
し

「
広
報
し
ち
の
へ
」
へ
掲
載
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
町
民
課
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

☎ 

６
８
ー
２
１
１
２  

戸
籍
の
窓
口
 

まちのカレンダーを 
毎月掲載します 

 

                                   

                                   

    

２ 
月
・
３ 
月
 

 ◎
お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

 

　
子
ど
も
　
　
　
母
親
　
　
住
所
 

 

小
又
　
望
杏
ち
ゃ
ん
　

愛
　
子
さ
ん
　

小
　
又 

 工
藤
　
夢
徠
ち
ゃ
ん
　

瑞
　
穂
さ
ん
　

道
ノ
上
 

 鳥
谷
部
大
和
く
　
ん
　

友
　
愛
さ
ん
　

鳥
谷
部
 

 手
代
森
信
希
く
　
ん
　

麻
　
衣
さ
ん
　

桜
　
木 

  ◎
ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

 　
中
野
渡
　
美
　
忠
さ
　
ん 

　 

西
上
川
原
 

　
阿
　
部
　
由
美
子
さ
　
ん 

　 

宇

道

坂
 

　
二
ツ
森
　
裕
　
士
さ
　
ん 

　 

舘
　
　
野
 

　
八
重
樫
　
亜
　
希
さ
　
ん 

　 

舘
　
　
野
 

　
中
　
里
　
和
　
摩
さ
　
ん 

　 

三

沢

市
 

　
田
　
中
　
里
　
奈
さ
　
ん 
　 

長
下
団
地
 

  ●
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
 

 吉
　
田
　
信
　
行
さ
ん 

68
歳  

笊
　
田
 

田
　
中
　
ツ
　
セ
さ
ん 

96
歳  

舘
　
野
 

福
　
田
　
　
　
勉
さ
ん 

80
歳  

舘
　
野 

千
　
葉
　
政
　
信
さ
ん 

81
歳  

鍛
治
林
 

大
　
池
　
政
名
男
さ
ん 

81
歳  

荒
　
屋
 

半
　
　
　
志
夫
雄
さ
ん 

79
歳  

下
野
崎 

　
　
松
　
き
　
ぬ
さ
ん 

98
歳  

榎
林
２ 

　
　
田
　
　
　
登
さ
ん 

74
歳  

榎
林
３
 

四
　
戸
　
亮
　
二
さ
ん 

76
歳  

天
神
林
 

 

　
  

の
　
あ 

ゆ
　
ら 

や
ま
と 

の
ぶ
き 

 

　『ごんぎつね』、『手ぶくろを買いに』、「ころわん」シリーズなどの絵本作品で知られる
黒井健さんは、2012年、画業40年の節目を迎えました。色鉛筆やパステルを使った独自
の技法で描かれた繊細なタッチの絵本や画集は、これまで200冊以上にのぼり、多くの人々
を魅了してきました。 
　心振るわせる物語との出会いを通して、感動を表現した黒井健さんの絵画は、優しさ、
愉快さ、時には哀しさを深い余韻として私達に届けてくれます。そしてその絵本の原画は、
息を呑むような繊細な線の緊張感や、優しい濃淡の調和から、言葉と心に寄り添う情を
感じさせてくれます。 

　本展覧会では、教科書でおなじみの新美南吉・宮沢賢治の作品をはじめ、国内外の優れた児童文学作品と
の出会いの中で、言葉に寄り添って描かれてきた作品の中から厳選した原画をご紹介します。また、フェル
トアーティストである娘の凪さんとのコラボレーション作品も展示します。ご家族皆さまでお楽しみくださ
い。ご来館をお待ちしています。 

●入館時間　午前10時～午後５時30分（閉館は午後６時) 
●休 館 日　会期中無休 
●入 館 料　一般850（650）円、学生400（320）円、小･中学生200（160）円 

＊（　）内は15名様以上の団体、JAF会員、県民カレッジ受講者割引料金 
　ＪＴＢ商品番号０２３６５９９ 

●問合せ先　町立鷹山宇一記念美術館　☎62－5858 
 

　
町
で
は
、
町
民
カ
レ

ン
ダ
ー
を
発
行
し
、
イ

ベ
ン
ト
や
健
診
日
程
な

ど
を
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
が
、
よ
り
新
鮮
で

確
実
な
行
事
予
定
を
お

知
ら
せ
す
る
た
め
、「
ま

ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を

毎
月
広
報
に
掲
載
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

 生
涯
学
習
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２
ー
９
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０
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日 月 

４月 

火 水 木 金 土 

まちのカレンダー 
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◆みどりの日 

 

 

 

 

 

◆こどもの日 

 

 

 

 

◆昭和の日 

◆振替休日 

  

 

 

 

 

 

 

 

◆憲法記念日 

 

�

●七戸高校入学式

●３か月児健診

（公立七戸病院健

康管理センター）

●入学式・始業式

（町内小・中学

校）

●３歳児健診（天

間林保健センタ

ー）

●３か月児健診

（公立七戸病院健

康管理センター）

�

●第50回四市三郡

七戸桜花柔道大会

（七戸体育館）

●第33回七戸町は

つらつ少年サッカ

ー大会（U-12
七

戸運動公園）




●入園を祝う会

（道ノ上保育園）

●入園式（明照・

城北・城南・榎

林・天間みどり保

育園）

●七戸幼稚園入園

式午前10時〜

●１学期始業式

（七戸高校）

●入学式・始業式

（七戸養護学校）

●３か月児股関節

脱臼検査（公立七

戸病院健康管理セ

ンター）

●
第10回七戸町

長杯ゲートボール

大会（屋内スポー

ツセンター）

●七戸幼稚園1学

期始業式

●暮らしの相談

（社会福祉協議会

要予約）

●行政・人権合同

相談9：00〜12：

00（本庁舎２階第

3会議室）（七戸

庁舎３階第1・２

会議室）

●
移動年金相談

（野辺地町中央公

民館）

●法律相談（社会

福祉協議会　要予

約）

●乳児相談・１歳

６か月児健診（天

間林保健センタ

ー）

●ほのぼの広場

（天寿園）

●第９回増山杯記

念ソフトテニス大

会（天間林運動公

園）

●第50回記念四市

三郡七戸桜花記念

講演（柏葉館）

●ほのぼの広場

（天寿園）

●春のおはなし会

●第33回七戸町は

つらつ少年サッカ

ー大会（U-12
七

戸運動公園）

●レールバスとあ

そぼう２０１４

（南部縦貫鉄道旧

七戸駅）〜5日まで

●ほのぼの広場

（天寿園）






ぐるっとNAVI 
上十三・十和田湖 
広域定住自立圏情報 
 

▲丁寧に作られた雑巾を贈呈 

 

 

 

▲町長に受賞を報告した山谷琉維くん（中） 

 

 

 

▲天寿園から感謝状を受け取る鳥谷部君（左）と蛯名君（右） 

 

 

 お
詫
び
と
訂
正
 

 

　
広
報
３
月
号
で
お
知
ら
せ

し
た「
デ
ジ
サ
ポ
が
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
受
信
の
お
手
伝
い

を
し
ま
す
」の
問
合
わ
せ
先
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お

詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。 

 

総
務
省 

　
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー 

０
５
７
０-

０
７-

０
１
０
１ 

 

 

 

●発行日　平成26年４月１日　　●発行者　七戸町企画調整課　〒039－2792青森県上北郡七戸町字森ノ上131－4　℡ 0176－68－2940（この広報は再生紙を使用しています） 

①

②

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　天間西小学校（乙山和子校長）は、体験学習などで交
流している天寿園に車いすを寄贈しました。この車いす
は、平成１１年から続けているプルタブ回収活動による
資金で購入したもの。児童を代表して車いすを贈呈した
児童会長の鳥谷部泰成君とボランティア委員長の蛯名柊
弥君は、「ずっと続いてきたものが形になってうれしい。
役に立ててもらいたい」と話していました。 
 

 
 
 
 
 
 
　向町町内会会長の山本順治さんとほのぼの交流協力員
の小舘たまさんが、ほのぼの交流会活動で作成した雑巾
を、城南小学校（添ノ澤直人校長）に寄贈しました。 
　この日、寄贈された雑巾は全部で250枚。これまで寄
贈したものと合わせると、通算1,260枚になりました。
雑巾を受け取った城南小学校保健委員長の田村さくらさ
んと副委員長の岡村葉奈さんは、「大事に使います。あ
りがとうございます」と感謝の言葉を述べました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　城南小学校２年生の山谷琉維君が、第50回全国児童
才能開発コンテスト作文部門小学校低学年の部（公益財
団法人才能開発教育研究財団主催）で文部科学大臣賞を
受賞し、町長に喜びを報告しました。また、併せて城南
小学校が学校奨励賞を受賞しました。 
　受賞した作文は、「ぼくのこっせつ日記」。本を読むの
も作文をするのも好きで、好きな教科は算数だという山
谷君。青森市で行われた表彰式では、大勢の方々の前で、
堂々と作文を読み上げていました。 
 

 
 
 
 
 
みさわ桜まつり 
期　日　点灯期間：４月29日（火）（祝）～ 
　　　　　　　　　　５月６日（火）（祝） 
場　所　中央公園（三沢市桜町） 
問合せ　（一社）三沢市観光協会☎0176－59－2311 
 
ろくのへ春まつり 
期　日　４月下旬～５月上旬 
場　所　舘野公園、 
　　　　奥入瀬川むつみ河川公園付近 
問合せ　六戸町観光協会（役場産業課内） 
　　　　☎0176－55－3111 
 
2014たのしむべ！フェスティバル 
期　日　５月10日（土）、11日（日） 
場　所　大石総合運動公園 
問合せ　六ヶ所村役場　商工観光課 
　　　　（六ヶ所村観光協会 事務局）☎0175－72－2111 
 
十和田市春まつり 
期　日　４月20日（日）～５月５日（月）
場　所　十和田市官庁街通りほか 
問合せ　（一社）十和田市観光協会☎0176－24－3006 
 

る　い 

向町町内会が雑巾寄附 ２ 
21

天間西小学校が 

天寿園に車いすを寄贈 

山谷琉維君が 

文部科学大臣賞を受賞 
３ 
17

３ 
４ 

る　い 

 町の統計  
 

平成26年２月28日現在 

★人口と世帯 
　男　　　8,164人　（－ 16） 
　女　　　8,811人　（－ 15） 
　計　　 16,975人　（－ 31） 
世帯数　6,811世帯　（－   8） 
　（　 ）内は前月比 
 
 

★交通事故 
　件数    4件　（  7件）　〈－1〉 
　傷者    8人　（11人）　〈　0〉 
　死者    0人　（  0人）　〈　0〉 
 
★町内の火災 
　建　　　　物 1件（4件）〈－1〉 
　林野・その他 0件（0件）〈　0〉 
 
　（    ）内は１月からの累計 
　〈    〉内は平成25年同月末比 
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